
雛
の
里
に
春
を
告
げ
る

雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
２
月
17
日
㈰
、
八
女
文
化
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
市
内
の
保
育
園（
所
）

の
園
児
91
人
が
参
加
。
十
二
単
衣
に
着
飾
っ
た
八
女

津
媛
を
先
頭
に
白
壁
の
町
並
み
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。
ま
つ
り
は
３
月
17
日
㈰
ま
で
行
わ
れ
、
期
間
中

は
ピ
ン
ク
の
提
灯
を
下
げ
て
い
る
民
家
や
商
店
で
雛

飾
り
を
見
学
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

32013(平成25年)
No.1015

広報 安心安全は自分たちの手で
災害時要援護者支援制度の登録について
八女黒木大藤まつり出店者・八女茶山唄大会出場者募集
郷土史サロン⑥　矢部川物語⑸ 災害史から見えるもの
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【今月の主な内容】



2　2013.3.1　広報やめ

　
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

八
女
警
察
署
の
刑
事
課
長
・
椛
島

警
部
に
よ
る
「
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
講
話
」
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
八
女
警
察
署
の
代
表

で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
劇
団
駐
在

所
」
と
生
活
安
全
課
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、「
催
眠
商
法
の
落
と
し
穴
」

と
題
し
て
催
眠
商
法
へ
の
対
処
法

を
面
白
く
寸
劇
に
て
披
露
、
会
場

は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
上
陽
公
民
館
で
は
、
泥
酔
状
態

の
疑
似
体
験
や
、
交
通
ル
ー
ル
を

覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
自
転
車
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

屋
外
で
は
実
際
に
消
火
器
を
使
っ

た
消
火
体
験
、
緊
急
車
両
の
展
示

や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
効
果
体
験
車
に
よ

る
急
停
車
時
の
体
験
等
、
楽
し
み

な
が
ら
体
験
さ
れ
る
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
効

果
体
験
を
し
た
小
学
生
の
男
の
子

は
、「
事
故
に
あ
っ
た
ら
こ
ん
な
に

怖
い
ん
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
催

し
終
了
後
、
公
民
館
駐
車
場
に
て

救
助
訓
練
が
行
わ
れ
、
30
メ
ー
ト

ル
級
の
「
は
し
ご
車
」
が
登
場
、
迫

力
あ
る
姿
と
気
合
の
入
っ
た
八
女

消
防
本
部
の
救
助
活
動
に
、
会
場

の
目
は
く
ぎ
づ
け
に
な
り
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
は
節
分
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
豆
ま
き
が
行
わ
れ
、
歓

声
が
上
が
り
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
訪
れ
た
人
が
、
安
全
や

防
災
へ
の
意
識
が
再
確
認
で
き
た

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
３
日
㈰
、
上
陽
公
民
館
・
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
上
陽
町
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
交
通
事
故
や
犯
罪
、
災

害
、
火
災
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
潜
む
危
険
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
様
々
な
危
険
か
ら
の
回
避
・
対
処
方
法

な
ど
を
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
ら
が
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

安
心
安
全
は

自
分
た
ち
の
手
で

上陽町
安全・安心まちづ

くりフェスタ

①はしご車が屋上の人を救出 ②福岡県警のシンボ
ルマスコット『ふっけい君』も登場 ③救急法体験
コーナーでＡＥＤの使い方を学びました ④白バイ体
験 ⑤消火体験コーナー ⑥反射神経のテスト

泥酔状態の疑似体験

①

②

③ ④

⑥⑤
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八
女
市
で
は
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
際
に
、
家
族
な
ど
の

援
助
が
困
難
で
、
何
ら
か
の
助
け

を
必
要
と
す
る
人
、
日
常
生
活
で

見
守
り
や
安
否
確
認
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
人
の
登
録
を
行
っ
て
い

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
は
、

申
込
者
が
お
住
ま
い
の
行
政
区
長
、

民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
に
お
渡

し
し
ま
す
。
日
常
生
活
で
は
見
守

り
等
に
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
災
害

が
発
生
し
た
り
、
災
害
が
予
想
さ

れ
た
り
す
る
場
合
は
、
安
全
に
避

難
す
る
た
め
の
支
援
情
報
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
登
録
の
対
象
者
は
…
…

①
75
歳
以
上
の
独
居
お
よ
び
高
齢

者
世
帯

②
要
介
護
認
定
３
以
上
（
在
宅
の

人
）

③
身
体
し
ょ
う
が
い
者
手
帳
の
等

級
が
１
級
ま
た
は
２
級
（
在
宅
の

人
）

※
前
記
以
外
で
も
希
望
す
る
人
は

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
登
録
に
つ
い
て
は

◦
ご
希
望
の
有
無
を
確
認
す
る
た

め
に
、
地
域
の
行
政
区
長
、
民
生

委
員
児
童
委
員
が
各
家
庭
を
訪
問

さ
れ
ま
す
。

◦
希
望
す
る
場
合
は
市
役
所
（
支

所
総
務
課
）
へ
申
し
出
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
支
援
員
と
は
、
要
援
護
者
の
依

頼
に
よ
り
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
や

非
常
時
の
支
援
を
お
願
い
す
る
人

で
す
。
普
段
は
、
あ
い
さ
つ
や
会
話

な
ど
の
ご
近
所
づ
き
あ
い
で
か
ま
い

ま
せ
ん
。
責
任
を
伴
っ
た
り
、
過
度

な
見
守
り
を
お
願
い
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
支
援
員
と
し
て
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
の
近
隣
の
皆
さ
ん

の
支
援
が
、
何
よ
り
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課
防

災
安
全
係
（
☎
２
３・１
７
３
１
）

　
然
の
地
震
に
は
、
だ
れ
も
恐
怖
を
感

じ
る
も
の
で
す
。
建
物
の
倒
壊
、
火

災
な
ど
、
危
険
が
身
近
に
迫
っ
た
と
き
に
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
た
め
に
役
立
つ
知
識
を

身
に
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

危
険
か
ら
身
を
守
る
工
夫

　
地
震
発
生
時
の
状
況
に
よ
っ
て
冷
静
な
判

断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
や
み
く
も
に
行
動
し

て
は
か
え
っ
て
危
険
な
こ
と
も
。
次
の
よ
う
な

点
に
注
意
し
、
安
全
第
一
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

屋
内
で
は

◦
棚
な
ど
の
転
倒
の
危
険
が
あ
る
家
具
か
ら

離
れ
、
机
の
下
な
ど
に
身
を
隠
す
（
隠
れ
る

場
所
が
な
い
場
合
は
、
手
近
に
あ
る
ク
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
で
頭
を
保
護
）。

◦
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
で
け
が
を
し
な
い
よ
う

に
、
底
の
厚
い
ス
リ
ッ
パ
や
靴
を
履
く
。

◦
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
用
し
な
い
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
使
用
中
に
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
す

べ
て
の
階
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
止
ま
っ
た
階
で

降
り
る
。

屋
外
で
は

◦
カ
バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
広
場
な
ど

落
下
物
の
危
険
が
少
な
い
場
所
に
避
難
す
る
。

◦
窓
ガ
ラ
ス
や
看
板
な
ど
の
落
下
物
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
切
れ
た
電
線
な
ど
に
注
意

◦
車
の
運
転
中
に
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
あ

わ
て
ず
道
路
の
左
側
へ
駐
車
し
、
徒
歩
で
避

難
す
る
（
キ
ー
は
付
け
た
ま
ま
、
ド
ア
ロ
ッ

ク
せ
ず
車
検
証
を
忘
れ
ず
に
持
ち
出
す
）。

問
い
合
わ
せ

地
域
支
援
課  

防
災
安
全
係

（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

　年、冬から春先にかけて山火事が多く発
生しています。これは、冬に森林内に落ち

葉が積もって燃えやすい状態になっていること
や乾燥した季節風が強く吹くといった自然条件
が重なること、また春先には、行楽や山菜採り
のために山へ入る人が増えるほか、野焼きから
の飛び火が原因となっています。
　山火事の原因のほとんどが、私たち人間の
ちょっとした不注意で発生しています。一人一
人が取り扱いを注意することで未然に防止する
ことができます。
◦火災が起こりやすい場所では、たき火をしな
い。
◦完全に消火するまで、その場を離れない。
◦強風時や乾燥時には火入れをしない。
◦タバコの吸い殻はきちんと処理をする。
◦火遊びをしない。
　八女地区は森林面積の多い地域です。かけ
がえのない貴重な資源を守るため、ご協力をお
願いします。

災害時要援護者
   支援制度の

          登録について

災
害
時
の
避
難
支
援
や
日
常

で
の
見
守
り
が
必
要
な
人
は

要
援
護
者
の
支
援
員
と
し
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

災 害発生！

安全に
避難！

いざ地震が発生したら防災
情報 Ｎｏ.5

八女消防本部 ( ☎ 24・0119)

毎

突

山火事
を防ぐ



◦
ま
つ
り
期
間
＝
４
月
20
日
㈯
～
５
月
６
日
㈷

◦
場
所
＝
八
女
市
黒
木
体
育
セ
ン
タ
ー
前
（
駅
跡
イ
ベ

ン
ト
広
場
）

◦
募
集
期
間
＝
３
月
１
日
㈮
～
３
月
22
日
㈮

◦
募
集
件
数
＝
35
件
程
度

◦
申
し
込
み
＝
八
女
市
商
工
会
黒
木
支
所
に
準
備
し
て

い
る
所
定
の
申
込
用
紙
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
、
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◦
出
店
費
用
＝
▽
テ
ン
ト
（
２
間
×
1.5
間
）
１
日
　
１

５
０
０
円
　
▽
イ
ベ
ン
ト
ハ
ウ
ス
（
２
間
×
２
間
）
１

日
　
２
０
０
０
円

◦
留
意
点
＝
▽
八
女
市
に
在
住
、
も
し
く
は
市
内
に
開

業
の
事
業
者
が
対
象
で
す
。
　

▽
テ
ン
ト
申
し
込
み
の
人
は
、
10
日
以
上
の
出
店
を
条

件
と
し
ま
す
。

▽
新
規
申
し
込
み
の
人
は
、
事
前
に
面
接
お
よ
び
審
査

が
あ
り
ま
す
。

▽
希
望
者
多
数
の
場
合
、
出
店
日
数
の
多
い
人
を
優

先
し
、
応
募
多
数
の
場
合
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
出
店
場
所
は
、
担
当
一
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
食
品
等
を
扱
う
場
合
、
許
可
申
請
お
よ
び
食
品
表

示
は
、
出
店
者
側
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
出
店
場
所
の
他
業
者
へ
の
マ
タ
貸
し
は
お
断
り
し
ま

す
。期
間
中
に
そ
れ
ら
の
行
為
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

即
、
出
店
中
止
を
命
じ
ま
す
。

▽
そ
の
他
、
違
法
行
為
や
悪
質
な
販
売
行
為
が
見
ら

れ
た
場
合
は
、出
店
中
止
を
命
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
打
合
会
＝
出
店
申
込
者
と
の
打
合
会
を
実
施
し
ま

す
。
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
（
後
日
、
通
知
を
差
し
あ

げ
ま
す
）。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
商
工
会
青
年
部
（
担
当 

吉

武
さ
ん
）
☎
４
２
・
０
１
５
３
N
４
２
・
０
２
０
９

「八女黒木大藤まつり」物産展出店者募集

◦
参
加
資
格
＝
年
齢・性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
前
回
ま
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

者
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

◦
伴
奏
＝
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
が
、
随

伴
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◦
部
門
＝
▽
少
年
少
女
の
部
（
中
学
生
以

下
）　

▽
青
年
の
部
（
50
歳
以
下
）　

▽

壮
年
の
部
（
70
歳
未
満
）　

▽
高
年
の
部

（
70
歳
以
上
）

※
少
年
少
女
の
部
以
外
の
部
で
予
選
・
決

勝
・
グ
ラ
ン
プ
リ
戦
を
行
い
ま
す
。

◦
参
加
料
＝
２
５
０
０
円
（
少
年
少
女
の

部
は
１
０
０
０
円
）
※
弁
当
代
含
む

※
参
加
料
は
申
込
時
に
振
込
用
紙
で
金
融

機
関
に
振
り
込
み
、
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
締
切
＝
４
月
16
日
㈫
※
必
着

※
出
場
申
込
書
（
領
収
書
不
要
）
を
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
事
務
局
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
茶
山

唄
日
本
一
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
黒

木
総
合
支
所
産
業
経
済
課
内
）

☎
４
２
・
１
１
１
５ 

N
4
2
・
０
１
７
２

第30回記念
八女茶山唄日本一大会

♫ ハヤーレー 

　 縁がないなら　茶山にござれ

　 トコサイサイ

 　茶山茶どころ　縁どころ

　 ハー モマシャレ　モマシャレ

　 トコサイサイ

出場者募集会場  八女市黒木体育館
日時 　  月　 日日 9時開会6 2

八女茶発祥の地である八女市黒木町を中心に江戸末期から茶揉み唄とし
て歌い継がれている八女茶山唄。八女茶のふるさとにふさわしい茶山唄
の普及とともに、文化の発展と茶の振興につなげます。
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広報やめ　2013.3.15

国
民
年
金
保
険
料
は
、
法
律
で
定

め
た
規
定
価
格
に
直
近
の
物
価
や
賃

金
上
昇
率
な
ど
を
勘
案
し
て
、
そ
の

年
度
に
見
合
っ
た
価
格
水
準
に
調
整

し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
保
険

料
は
月
額
１
５
０
４
０
円
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
25
年
３
月

ま
で
は
１
４
９
８
０
円
で
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
毎
年
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ

て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」
に
よ
っ

て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。

納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
が
、
事
前
に
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
保
年
金
係

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
を「
受
給
資
格
期
間
」と

い
い
、
次
の
①
～
⑦
を
合
計
し
た
期
間

が
25
年（
３
０
０
月
）以
上
必
要
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

※
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
、一部
納

付（一部
免
除
）、若
年
者
納
付
猶
予
、学
生

納
付
特
例
期
間
の
う
ち
、後
か
ら
保
険
料
を

納
め
た（
追
納
）期
間
も
含
み
ま
す
。

②
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
等
の
加
入
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

④
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
を
受

け
た
期
間

⑤
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
納
付
（
一
部

免
除
を
受
け
た
）
期
間

※
承
認
さ
れ
た
後
に
保
険
料
を
一
部
納
付

し
な
い
と
、
そ
の
期
間
は
未
納
期
間
と
同

じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

⑥
若
年
者
納
付
猶
予
、学
生
納
付
特
例
を

受
け
た
期
間

⑦
海
外
在
住
な
ど
、国
民
年
金
に
任
意

加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
期
間

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人
は
、
希
望
す
れ
ば
65
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
は
、
保
険
料
の
納
付
月
数
や
納

め
た
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
保
険
料
を
納
め
た
期

間
が
４
８
０
月
（
40
年
）
必
要
で
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
課
国
保
年
金
係
（
☎
２
３
・
１

１
１
６
）

▽
久
留
米
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
４

２
・
３
３
・
６
１
９
２
）

国 民 年 金み な のん
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は

国
民
年
金
保
険
料
は

月
額「
１
５
０
４
０
円
」で
す
！

平成25年
４月分から

　中古車販売業者が商品として所有する軽自動車
は、届出があれば課税免除の対象となります。商
品車の対象となるのは、販売目的で保有し、展示
しているもので、代車・試乗車・営業車等で使用
しているものは含みません。詳しくは下記にお問
い合わせください。
⃝届出期限＝３月 29 日㈮
⃝提出物＝申請書（下記窓口にあります）、自動車
検査証の写し、古物商許可証の写し、展示状態の
写真（ナンバーが確認できるもの）
⃝手続き・問い合わせ＝❖税務課（☎ 23・1112）
❖黒木総合支所（☎ 42・1113）❖立花支所（☎
23・4932）❖上陽支所（☎ 54・2218）❖矢部
支所（☎ 47・3111）❖星野支所（☎ 52・3113）

　軽自動車税（軽自動車、バイク、農耕作業用、その他小型車）は、
毎年４月１日に所有登録している人に課税されます。「使用しなく
なった」「他人に譲った」などの場合は、廃車または名義変更な
どの手続きをしないと毎年課税されることになります。該当の場
合は廃車・名義変更手続きをしてください。※車種により手続き
場所が違います。詳しくは下表をご参照ください。

車　種 手続き場所・問い合わせ
八
女
市

ナ
ン
バ
ー

原付バイク（125cc
以下）、農耕用など 市役所税務課および各支所

久
留
米
ナ
ン
バ
ー

軽自動車 軽自動車検査協会久留米支所
（☎０９４２・２１・５６８０）

軽二輪バイク
（250cc 以下）

軽自動車協会連合会久留米分室
（☎０９４２・２１・８８９３）

小型二輪バイク
（250cc 超）

福岡運輸支局久留米自動車検査登録事務所
  （☎０５０・５５４０・２０８１）

商品車の課税免除は3月末までに届出を

軽自動車やバイク等の廃車・名義変更は3月末までに

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
土

地
ま
た
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
で
き
ま
す（
償
却
資
産
は
除
く
）。

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、「
運
転
免

許
証
」「
パ
ス
ポ
ー
ト
」「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
」
な
ど
本
人
を
証
明

す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
場
合
は
本
人
を
証
明
す

る
も
の
と「
委
任
状
」が
必
要
で
す
。

⃝
縦
覧
期
間
＝
４
月
１
日
㈪
～
５

月
31
日
㈮
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※
本
庁
は
水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
。

⃝
縦
覧
会
場
・
問
い
合
わ
せ

▽
本
庁
１
階
税
務
課
固
定
資
産
税

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課 

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て

平成25年度から八女市全域の固定資産税の
税率は1.6％に統一されます。

固定資産税の
税率は1.6％です！
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
１
年
生
の
実
習
は
ふ
化
し
た
ヒ
ナ
を
飼

育
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
２
・
３

年
生
で
は
人
工
授
精
や
人
工
ふ
化
の
実
験

な
ど
、
生
命
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

体
験
を
通
し
て
詳
し
く
学
習
し
ま
す
。
ヒ

ナ
は
お
お
よ
そ
50
日
で
若
鶏
と
な
り
、
そ

の
鶏
を
解
体
し
、
試
食
ま
で
行
い
ま
す
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
こ
の
学
習
の
狙
い
が
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。
な
ぜ
家
畜
の
肉
を
食
べ
る
の

か
、牛
乳
を
飲
む
の
か
、卵
を
食
べ
る
の
か
。

畜
産
が
な
ぜ
人
間
生
活
に
密
着
し
て
い
る

の
か
と
い
う
基
本
的
な
部
分
を
、
体
験
を

通
し
て
考
え
さ
せ
学
ん
で
い
く
の
で
す
。

　
自
分
た
ち
で
育
て
た
鶏
を
解
体
す
る
わ

け
で
す
か
ら
、当
然
最
初
は
嫌
が
り
ま
す
ね
。

特
に
放
血
（
※
）
の
時
は
、
嫌
が
っ
た
り
、

中
に
は
涙
を
流
す
生
徒
も
い
ま
す
。
せ
っ
か

く
育
て
た
い
の
ち
を
、
自
ら
の
手
で
断
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
あ
る
意

味
で
は
と
て
も
厳
し
い
体
験
で
す
。
し
か
し

生
き
た
状
態
の
家
畜
を
殺
し
、
血
を
抜
い
て

し
ま
わ
な
け
れ
ば
肉
と
し
て
食
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
牛
も
豚
も
鶏
も
、
肉
に
す
る

た
め
に
は
、一
番
最
初
に
つ
ら
い
壁
を
乗
り

越
え
な
い
と
食
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い

う
部
分
が
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
魚
や
野
菜
に
し
て
も

同
じ
こ
と
で
す
。
い
の
ち
を
い
た

だ
い
て
、
い
の
ち
を
繋
げ
て
い
く
。

古
来
よ
り
人
間
が
い
の
ち
を
繋
い

で
き
た
重
要
な
過
程
な
の
で
す
。

　
放
血
後
は
お
湯
に
つ
け
て
羽

を
除
去
し
、
解
体
す
る
ま
で
を

行
い
ま
す
。
解
体
し
た
肉
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
調
理
し
、
試
食
し

ま
す
。
自
分
で
解
体
し
た
肉
を
無
駄
に
せ

ず
、
最
後
ま
で
て
い
ね
い
に
、
大
切
に
食

べ
る
。
こ
れ
も
大
切
な
学
習
で
す
。

　
体
験
を
通
し
た
学
び
は
、
生
徒
た
ち
の

記
憶
に
も
残
り
ま
す
。
体
験
を
し
な
が
ら

学
習
し
、
そ
の
技
術
を
習
得
す
る
。
特
に

飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、
こ
れ
が

農
業
な
ん
だ
。
農
業
に
携
わ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
え
る
よ
う
に
、
こ
う
や
っ
て
自
分
た

ち
は
生
き
て
い
る
と
い
う
事
を
、
農
業
を
通

じ
て
学
び
、
い
の
ち
の
教
育
に
繋
が
っ
て
い

け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
解
体
が
終
わ
っ
た

後
、
し
っ
か
り
と
手
を
合
わ
る
生
徒
た
ち
の

姿
を
見
て
、
い
の
ち
を
粗
末
に
し
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
く
の
を
感
じ
ま

す
。
こ
の
体
験
を
生
徒
た
ち
の
子
ど
も
の

世
代
に
も
引
き
継
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

◆
実
習
前
の
気
持
ち
は
？

・
ヒ
ナ
の
時
か
ら
育
て
て
き
た
し
、
愛
着
も

わ
い
て
い
た
か
ら
、
殺
さ
な
き
ゃ
い
け
な

か
っ
た
の
が
嫌
だ
っ
た
。

・
動
物
を
殺
し
た
こ
と
が
な
い
し
、
怖
か
っ

た
、
不
安
で
し
た
。

◆
放
血
す
る
と
き
は
？

・
怖
く
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
。
切
る
と
こ
ろ

を
見
れ
な
か
っ
た
。

◆
解
体
作
業
の
時
は
？

・
難
し
か
っ
た
し
、
な
か
な
か
上
手
く
い
か

な
か
っ
た
。
正
し
く
包
丁
を
入
れ
な
い
と
、

骨
の
部
分
に
肉
が
残
っ
て
し
ま
う
。
難
し

く
て
、
結
構
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
体
内
で
卵
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
小
さ
い
卵
は
ま
だ
殻

が
柔
ら
か
か
っ
た
。

◆
試
食
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
？

・
鶏
肉
は
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
解

体
し
た
鶏
が
も
っ
た
い
な
か
っ
た
の
で
食
べ

た
。
今
ま
で
と
は
少
し
違
う
味
が
し
た
。

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
持
っ
て
行
っ
て
水

炊
き
に
し
て
食
べ
た
。
お
い
し
か
っ
た
。
解

体
の
話
を
し
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
び
っ

く
り
し
て
た
。

◆
実
習
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は

・
動
物
の
い
の
ち
、
鶏
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
魚

と
か
、
豚
肉
と
か
、
命
を
も
ら
っ
て
生
き

て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
、
大
切
に
接

し
た
い
と
思
っ
た
。

・
普
段
食
べ
て
い
る
食
材
も
、
今
回
と
同
じ

よ
う
に
解
体
し
て
肉
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
気
が
つ
い
た
。
い
の
ち
の
大
切
さ

が
わ
か
っ
た
。

（
※
）
放
血
…
頸
動
脈
を
切
断
し
、
血
液
を
抜

く
作
業
の
こ
と

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」。
食
卓
に
並
ぶ
料
理
を
前
に
、
ま
ず
手
を
合
わ
せ
ま
す
。
毎
日
の
生

活
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
食
事
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
食
材
に
つ
い
て
、

私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
食
は
い
の
ち
を
支
え
る
土

台
で
す
。
食
を
考
え
る
こ
と
は
、
い
の
ち
を
考
え
る
こ
と
。
そ
れ
は
人
権
を
考
え
る
こ
と
。

　

今
回
は
、
ニ
ワ
ト
リ
（
肉
鶏
）
の
飼
育
か
ら
解
体
ま
で
を
授
業
の
一
環
で
行
っ
て
い
る
、

八
女
農
業
高
校
生
物
利
用
科
の
髙

た
か
だ
じ
ゅ
ん
い
ち

田
潤
一
先
生
、
鹿し
か
だ
み
つ
た
か

田
充
孝
先
生
と
、
同
科
の
３
年
生

の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

い
の
ち
を
い
た
だ
く

解
体
実
習
を
行
う
意
味

実
習
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
の
声

生物利用科３年生の皆さんと髙田先生（左奥）、鹿田先生（右奥）
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ホ
シ
ノ
さ
ん
一
家
の
十
年
後
、
家
族
の
状
況

が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。

ウ
メ
さ
ん
に
認
知
症
の
症
状
が
出
始
め
、

物
（
お
金
）
が
な
く
な
っ
た
と
騒
い
だ
り
、
畑

に
行
っ
た
帰
り
道
が
分
か
ら
ず
に
迷
っ
た
り
す

る
こ
と
が
数
回
続
き
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も

繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
ウ
メ
さ
ん
は
今
ま
で

の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
ウ
メ
さ
ん
の
変
化
で
、
フ

ジ
コ
さ
ん
は
農
業
手
伝
い
か
ら
本
格
的
に
農

業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
家
事
・
子
育
て
に
加
え
、
介
護
の
負

担
が
か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
サ

ク
ラ
さ
ん
は
５
年
前
に
結
婚
し
市
外
に
住
ん

で
お
り
、
ミ
ノ
ル
さ
ん
は
介
護
施
設
に
勤
め
て

い
ま
す
の
で
、
自
宅
に
い
る
フ
ジ
コ
さ
ん
が
一

人
で
大
き
な
負
担
を
背
負
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
状
況
を
見
か
ね
た
ミ
ノ
ル
さ
ん
が
タ
ケ

オ
さ
ん
に
「
お
父
さ
ん
と
話
し
合
お
う
」
と
提

案
し
て
き
ま
し
た
。

【
ミ
ノ
ル
さ
ん
の
提
案
】

◦
母
（
ウ
メ
）
の
介
護
を
、一
人
だ
け
に
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
分
担
し
て

助
け
合
う
。

◦
母
（
ウ
メ
）
の
介
護
認
定
を
受
け
て
、
公
的

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
負
担
を
軽
く
す
る
。

◦
父
（
キ
ク
ジ
ロ
ウ
）
が
母
に
頼
り
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
こ
と
（
身
の
回
り
の
こ

と
）
は
自
分
で
す
る
。

◦
子
ど
も
（
ホ
タ
ル
、
ヒ
カ
ル
）
は
家
事
手
伝

い
と
簡
単
な
農
業
手
伝
い
を
す
る
。

◦
自
分
（
ミ
ノ
ル
）
は
介
護
士
の
知
識
を
活
か

し
て
介
護
技
術
な
ど
を
家
族
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
。

◦
自
分
（
ミ
ノ
ル
）
が
休
み
の
と
き
は
母
（
ウ

メ
）
の
介
護
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

◦
兄
（
タ
ケ
オ
）
は
今
ま
で
以
上
に
フ
ジ
コ
さ

ん
の
家
事
・
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

◦
兄
（
タ
ケ
オ
）
は
フ
ジ
コ
さ
ん
が
一
人
で
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
、ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
を
か
け
る
な
ど
心
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

　
ホ
シ
ノ
さ
ん
一
家
で
は
、
家
族
み
ん
な
で
協

力
し
て
い
く
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
あ
な
た
だ
っ
た
ら
、
ど
う
し
ま
す
か
。
ホ
シ

ノ
さ
ん
の
家
族
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

と
ぅ
ぎ
ゃ
ざ
ー

八
女
市
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
て

制
作　

こ
ら
ぼ
れ
ー
と
（
八
女
市
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
編
集
委
員
会
）

　注１）「とぅぎゃざー」とは、英語の together（共に、一緒に、共同して）から情報誌の名称としています。

と
ぅ
ぎ
ゃ
ざ
ー

お
ん
な
＆
お
と
こ

　

個
性が
輝く

　　まちが
輝

く

家
族
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

私たちは毎日の生活の中でいろいろ協力して暮らしていますが、
家族に何かの変化があったとき、どう対処していますか。想定し
た家族で考えてみましょう。ホシノさん一家は、米、お茶、野菜を
作る兼業農家です。

タケオ（42）
会社勤務

休日農業手伝い

キクジロウ（70）
農業従事

ウメ（68）
以前は農業従事

認知症発症

フジコ（40）
家事・子育て

農業従事

ミノル（28） 
介護士

施設勤務

サクラ（35） 
会社勤務

結婚

ホタル（16）
高校1年生

ヒカル（10）
小学4年生

ホシノ家

「
女
性
人
材
リ
ス
ト
」
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

女
性
が
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、「
女
性
人
材
リ
ス
ト
」
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、男
女
共
同
参
画
、人
権
、法
律
、

行
政
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、
環
境
、
福
祉
、

商
工
業
、
文
化
、
芸
術
な
ど
の
分
野
で
、
講
師

や
審
議
会
の
委
員
を
し
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講

演
会
に
参
加
し
て
勉
強
し
た
り
、
活
躍
の
幅
は

い
ろ
い
ろ
で
す
。

◦
登
録
で
き
る
人
＝
八
女
市
在
住
か
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人

◦
登
録
の
方
法
＝「
八
女
市
女
性
人
材
リ
ス
ト
登

録
票
」に
必
要
事
項
を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。登
録
票
は
、男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

ま
た
は
総
合
支
所
・
各
支
所
総
務
課
に
準
備
し

て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

（  ）は年齢
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矢
部
川
は
、
川
底
が
浅
い
た
め

天
井
川
と
言
わ
れ
ま
す
。
前
回
ま

で
に
、
藩
政
時
代
か
ら
の
洪
水
の

記
録
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
大
き

な
洪
水
は
１
０
０
年
に
４
～
５
回

位
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
洪
水
で
濁
流

が
あ
ふ
れ
、
堤
防
が
切
れ
た
所
は
冠

水
で
大
変
難
渋
し
ま
し
た
。

で
は
濁
流
が
あ
ふ
れ
る
の
は
ど

う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
矢
部

川
の
上
流
は
勾
配
が
ひ
ど
く
流
れ

が
急
で
す
が
、
中
流
に
く
る
と
流

れ
が
よ
ど
み
ま
す
。
そ
れ
と
川
底

の
浅
さ
が
原
因
で
す
。
底
が
浅
い
こ

と
は
農
業
用
水
が
得
や
す
く
、
筑

後
平
野
の
大
半
を
潤
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
洪
水
に
な

る
と
た
ち
ま
ち
あ
ふ
れ
て
矢
部
川

流
域
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

【
図
１
】
は
、
国
土
交
通
省
筑
後
川

河
川
事
務
所
の
資
料
で
筑
後
平
野

横
断
模
式
図
で
す
。
筑
後
川
に
比

べ
て
矢
部
川
は
底
が
浅
く
、
広
い
平

野
を
潤
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
下
の
写
真
は
洪
水
に
洗
わ
れ

て
岩
盤
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
国
道

３
号
線
矢
部
川
橋
付
近
の
も
の
で

す
。
周
辺
の
土
地
と
川
底
の
高
低

差
が
少
な
い
こ
と
も
分
か
る
で
し
ょ

う
。も

う
一
つ
の
特
徴
は
大
洪
水
の
度

に
決
ま
っ
て
大
変
な
被
害
を
こ
う
む

る
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

谷
川
組
御
用
日
記
に
よ
れ
ば
万

延
元
（
１
８
６
０
）
年
４
月
に
今

度
と
変
わ
ら
ぬ
大
被
害
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。
前
々
号
で
紹
介
し
た

立
花
町
山
下
町
全
家
屋
浸
水
の
記

事
で
す
。
平
成
24
年
７
月
14
日
の

豪
雨
も
山
下
地
区
に
は
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
最
近
出

版
さ
れ
た
「
７
・
14
山
下
大
水
害

記
録
誌
」
の
中
の
樋
口
力
さ
ん
の

文
に
よ
り
ま
す
と
、「
立
花
町
史
年

表
を
み
れ
ば
驚
く
ほ
ど
の
数
字
が

記
録
さ
れ
て
お
り
、
特
に
万
延
元

（
１
８
６
０
）
年
全
戸
浸
水
で
難
渋

を
極
め
、
５
年
後
に
水
難
守
護
を

願
い
水
天
宮
再
建
を
藩
主
に
願
い

出
た
こ
と
。
ま
た
北
山
村
史
で
は

明
治
18
年
６
月
、
同
22
年
７
月
、

大
正
10
年
６
月
の
痛
ま
し
い
惨
状
、

昭
和
28
年
６
月
、
同
44
年
７
月
、

平
成
２
年
７
月
か
ら
今
回
ま
で
明

治
以
降
計
７
回
、
す
な
わ
ち
18
年

に
１
回
は
大
洪
水
の
恐
怖
を
受
け

て
い
る
」
と
山
下
地
区
の
難
渋
を
語

ら
れ
ま
す
。

こ
こ
の
地
形
の
特
徴
は
白
木
川

が
矢
部
川
本
流
に
直
角
に
合
流
し

て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
飛
形
山
か
ら

発
し
た
大
倉
谷
川
、
小
倉
谷
川
が

合
流
し
て
白
木
川
に
注
ぎ
、
矢
部

川
本
流
に
合
流
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
。
し
か
も
洪
水
時
は
本
流

が
手
継
ヶ
淵
の
岩
盤
に
当
た
っ
て
迂

回
し
て
、
逆
流
す
る
と
い
う
複
雑
な

地
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
有

識
者
と
話
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

１
３
０
０
年
前
、
道み

ち
の
き
び
お
び
と
な

君
首
名
が
筑

後
国
国
主
に
な
っ
て
、
矢
部
川
を
改

修
し
流
れ
を
変
え
た
話
は
有
名
で

す
が
、
北
山
地
区
は
こ
れ
以
来
洪

水
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
と
い
う
の
で
す
。
地
元
で
も
根
本

的
な
改
善
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
１
日
も
早
い
復
旧
と
改

善
工
事
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

    　

   （
立
花
町　

平
島 

格
）

⑥

災
害
史
か
ら
見
え
る
も
の

矢
部
川
物
語
⑸

（上）洪水に洗われて岩盤がむき出しになった矢部川の様子
（下）左の矢部川と比べると右側の土地と高低差が少ないことが分
かります

流域の地域を潤してきた矢部川

【図１】筑後平野横断模式図

矢
部
川
は
天
井
川

矢
部
川
に
は

洪
水
常
襲
地
帯
が
あ
る
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付属のマグネット
は冷蔵庫の扉へ

本体は
冷蔵庫
扉の内
側へ

【
環
境
保
全
事
業
】

▽
森
下
た
け
る
（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
）

【
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
特
定
の
事
業
】

▽
匿
名
　
１
件

※
１
月
末
現
在
累
計
額
＝

１
８
９
６
万
１
３
０
４
円

◦
筑
南
小
学
校
・
筑
南
中
学
校
へ

▽
持
丸
小
百
合
（
立
花
町
）
＝
金
一
封

◦
市
内
小
中
学
校
へ

▽
公
益
財
団
法
人
日
本
教
育
公
務
員
弘

済
会
福
岡
支
部
長
　
田
中
正
行
＝
金
一
封

◦
市
内
小
中
学
校
へ

▽
南
筑
後
地
区
小
学
校
校
長
会
＝
金
一
封

寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
等
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
や

持
病
な
ど
の
医
療
情
報
等
の
情
報
を
専

用
の
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
に
保
管
し

て
お
く
こ
と
で
万
一の
救
急
時
に
備
え
る

も
の
で
す
。
八
女
市
で
は
、
平
成
24
年

11
月
か
ら
、
こ
の
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
配
付
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
配
付
の
対
象
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
人
、
65
歳
以
上
の
人
の
み

の
世
帯
に
属
す
る
人
、
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
人
等
で
、
配
付
を
希
望
す
る

人
で
す
。
救
急
キ
ッ
ト
の
配
付
を
受
け

て
あ
っ
て
、
救
急
活
動
に
お
い
て
、
救

急
隊
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
救
急

隊
等
が
本
人
・
同
居
人
等
の
同
意
を
得

る
こ
と
な
く
、
冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け
て

キ
ッ
ト
を
取
り
出
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高
齢
者

支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）、
総
合

支
所
・
各
支
所
の
市
民
生
活
福
祉
課

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付
事
業
に
つ
い
て

高
齢
者
や
障
害
者
等
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
の

救急医療情報キットとは？
次のものを入れて冷蔵庫に保管します

冷蔵庫
冷蔵庫には
救急キットが
あることのマ
グネットをは
ります

救急隊員が救急
キットから医療情
報を確認します

可能ならかかり
つけ医療機関
へ搬送。
そうでない場合
はほかの救急
病院へ

救急車を
お願いし

ます

②発見・確認

③搬送

①緊急通報

※必ず入れるもの
 ①情報シート

② 写真※一人で写っているもの
③ 診察券（写し）
④ 飲んでいる薬の説明書
やお薬手帳（写し）

⑤ 保険証（写し）

思い出の場所＆エピソード大募集
あなたのこころにある思い出の場所はどこです
か？エピソードを添えて番組までお送りくださ
い。旅人「火野正平」がこころの風景を訪ねます。

福
岡
県
の
放
送
予
定 

４
／
15
月
～
４
／
21
日

▼
月
～
金
７：45
～（
15
分
間
）

▼
土
11：０
０
～
▼
日
11：30
～（
59
分
）

《応募内容》次の内容を明記し応募ください。
①住所②氏名③電話番号④性別⑤年齢⑥思
い出の場所⑦思い出にまつわるエピソード

《応募方法》◦番組ホームページから
http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/ へアクセス
◦ファクスで＝03・3465・1327
◦はがき・封書で＝〒150-8001 ＮＨＫ「こころ旅」係

《募集締切》3 月29日㈮必着
《問い合わせ》ＮＨＫふれあいセンター
（ナビダイヤル）☎ 0570・066・066

ＮＨＫＢＳ
プレミアム

キ
リ
ト
リ
セ
ン

次のものも入れ
ることができます。
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寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
趣
旨
は
、
個
人
が

特
定
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
た
上
で

紙
面
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ

い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本

人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る
な

ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の

風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は

不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断

す
る
も
の

約
１
億
５
０
０
万
円
、
福
岡
県
か
ら
の
配
分
金

５
千
９
０
０
万
円
も
含
め
て
約
１
億
６
４
０
０

万
円
が
八
女
市
災
害
義
援
金
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
厚
志
は
何
よ
り
も
心
強
く

励
ま
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
勇
気
と
元
気
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
義
援
金
は
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ

る
よ
う
生
活
再
建
の
援
助
金
と
し
て
、
八
女
市

九
州
北
部
豪
雨
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
の

審
議
を
経
て
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
お
名
前
の
ご
紹
介
に
つ
い
て
は
、
本
来
な
ら

そ
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

口
座
振
り
込
み
に
よ
る
場
合
は
個
人
名
・
団
体

名
・
会
社
名
等
の
特
定
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た

個
人
情
報
の
観
点
か
ら
も
す
べ
て
の
方
々
に
公

表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
個
人・

団
体
名
等
を
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、
住
所
・
氏

名
あ
る
い
は
団
体
名
・
会
社
名
が
判
る
限
り
お

礼
状
を
お
届
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
々

に
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
礼
を
掲
載

し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
直
接
市
長
に
届
け
ら
れ
た
団
体
等
に
つ

い
て
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
支

援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
会
計
課
）

　
　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、疑
問
な
ど
、

あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お

　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
あ
と
、
多
く
の

方
々
・
団
体
の
皆
様
か
ら
義
援
金
・
ご
芳
志
な

ど
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
好

意
に
対
し
て
、
個
人
・
団
体
名
を
市
民
に
公

表
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　（
匿
名
）

　
昨
年
７
月
14
日
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪

雨
災
害
以
降
、
八
女
市
災
害
義
援
金
の
募
集

を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
全
国
か
ら
心
温

ま
る
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
12
月
31
日
現
在
で
７
４
０
件
の

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
義
援
金
に
つ
い
て

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

懐な
つ
か
し
さ
こ
み
あ
げ
て
来く

る
年ね
ん
が
じ
ょ
う

賀
状

角か
ど
ひ
と一つ

曲ま
が

れ
ば
路ろ

じ地
の
春
は
る
ど
な
り隣

う
ど
ん
屋や

の
あ
る
じ
自じ
ま
ん慢
の
葱ね
ぎ
を
引ひ

く

共と
も

白し
ら
が髪
七な
の
か日
の
粥か
ゆ
の
湯ゆ

げ気
の
中な
か

深ふ
か
ぶ
か々

と
祈き
が
ん願

受う

く
る
や
初
は
つ
も
う
で詣

麦む
ぎ

の
芽め

の
列れ
つ

整せ
い
ぜ
ん然と

心こ
こ
ち
よ

地
好
し

八
女
紫
苑
句
会

井
上
ト
シ
子

牛
島　

景
子

堤　

多
鶴
子

中
川
原
篤
子

松
延
み
さ
と

松
崎　

伸
子

　
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
次
の
方
が
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。(

敬
称
略
）

《
新
任
》
太
郎
良
キ
ヌ
子
（
黒
木
町
）

※
任
期
は
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
…
…

　

人
権
擁
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
人

権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
特
設
人
権
相
談
所

（
な
ん
で
も
人
権
相
談
）
を
随
時
開
設
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八
女
支
局

（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 25.3）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言などお寄せください。将来の八女
市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容については実
現に向けて努力してまいります。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

創
作
童
話
を
手
掛
け
る　

樋
口 

正
博
さ
ん
（
黒
木
町
）

入選作品がおさめられた「赤いろうそく」。「こ
つこつとしてきたことが思いがけない入選と
なりました」。現在、岩戸山歴史資料館館長
として、来館者へ館内展示品などの説明な
ど日々こなしています。

50

数
年
前
か
ら
各
地
の
童
話
賞
に
応

募
し
入
選
す
る
な
ど
し
て
い
る
樋
口
さ

ん
。
昨
年
行
わ
れ
た
第
24
回
新
美
南
吉

童
話
賞
で
は
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

中
学
校
の
社
会
科
教
諭
と
し
て
八

女
市
、
八
女
郡
内
の
中
学
校
で
教
鞭
を

と
っ
て
い
た
樋
口
さ
ん
は
、
光
友
中
学

校
長
だ
っ
た
平
成
20
年
ご
ろ
か
ら
八
女

東
部
の
郷
土
史
を
書
き
始
め
ま
す
。「
歴

史
や
俳
句
、
詩
な
ど
を
書
か
れ
る
恩
師

の
皆
さ
ん
に
刺
激
を
受
け
た
こ
と
と
、

矢
部
中
学
校
長
時
の
教
育
長
だ
っ
た

椎
窓
猛
先
生
と
働
く
中
で
、
表
現
す
る

楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
に
目
覚
め
ま
し

た
」。
そ
の
後
、
八
女
東
部
の
歴
史
を

題
材
に
し
た
物
語
を
書
き
始
め
、
童
話

と
形
を
変
え
て
現
在
も
創
作
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

一
年
間
に
短
編
、
長
編
な
ど
10
作
品

ほ
ど
書
き
あ
げ
て
い
ま
す
。「
作
品
を

書
い
て
い
る
と
き
は
自
分
の
世
界
に
浸

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
す
」。
樋
口
さ
ん
が
書
く
童
話
に
は
、

自
身
が
過
ご
し
た
少
年
時
代
の
体
験
を

も
と
に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
私
た
ち
の
小
さ
い
こ
ろ
、
戦
後
昭
和

20
～
30
年
代
は
『
子
ど
も
の
世
界
』
が

あ
っ
た
し
、
そ
の
こ
と
を
童
話
と
い
う

形
で
残
し
た
い
。
地
域
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
で
遊
び
、

い
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
し
た
し
、
横

の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
上
下
関
係
も

学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
だ
け
の
世
界
が

あ
っ
て
、
み
ん
な
平
等
で
し
た
。
今
の

子
ど
も
た
ち
に
私
た
ち
の
時
代
の
『
子

ど
も
の
世
界
』
を
の
ぞ
い
て
も
ら
い
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
い
き
い
き
と
し
た『
子

ど
も
の
世
界
』
と
人
の
あ
っ
た
か
さ

の
伝
わ
る
童
話
を
書
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

　世界』を書いていきたい
いきいきした『子どもの

3月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
 4 ㈪ ,11 ㈪ ,18 ㈪ ,20 ㈷ ,25 ㈪ ,29 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
4 ㈪ ,11 ㈪ ,18 ㈪ ,25 ㈪ ,29 ㈮図書館の休館日

3 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

5 ㈫ ,12 ㈫ ,19 ㈫ ,20 ㈷ ,26 ㈫ ,29 ㈮

★ 3 月の館内整理日は 29 日㈮★

絵本や紙芝居など。小学生の
皆さんもぜひ来てください。
♥本館＝2日、9日、16日、23
日、30日（おはなしコーナー）
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝9日㈯11時～
おはなしコーナー

3月のよみきかせ

3月のあかちゃんよみきかせ
0歳～2歳児対象によみきか
せやわらべうたなど。
♥本館　16日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　28日㈭11時
～おはなしコーナー

▼
古
典
文
学
講
座
（
予
告
）

　
５・
６・
７
月
に
計
３
回
の

「
古
典
文
学
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。
詳
細
は
、
４
月
号
広

報
に
掲
載
し
ま
す
。
お
楽
し

み
に
♪

▼
お
知
ら
せ

　
公
益
財
団
法
人
す
こ
や
か

食
生
活
協
会
か
ら
、
視
覚
障

害
者
の
食
生
活
改
善
の
た
め

に
「
調
理
の
基
本
知
識
‐
食

材
の
購
入
か
ら
後
片
付
け
ま

で
‐
」（
大
活
字
・
透
明
点
字

併
用
、
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
付
）
を
図

書
館
に
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
視
覚
障

害
者
の
人
で
希
望
が
あ
れ
ば

進
呈
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
次

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
益
財
団
法

人
す
こ
や
か
食
生
活
協
会

（
☎
０
３
・
５
６
４
１
・
５
３
１
１
）

★
決
定
！

あ
の
、お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が

や
っ
て
く
る
！

黒 木町に講談社から「本とあそぼう全
国訪問おはなし隊」のキャラバンカー

がやってきます。来てくれた小学生までの
子どもたちには、おみやげもあるようです
♪あなたは、本が好き？おはなしが好き？
めずらしい車が好き？キャラバンカーの階
段をのぼって夢の図書館の中にも入れます。
こんなチャンスはめったにありません。皆さ
んぜひ遊びにきてくださいね。
◦日時＝４月７日㈰ 10 時～◦場所＝黒木開発
センターピロティー（図書館黒木分館そば）
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ふ
く
お
か
県「
翼
の
会
」と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た

12

７
回
目
と
な
る
「
男
子
厨
房

に
入
ろ
う
」（
男
女
が
輝
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
）
が
１
月
29
日

㈫
お
り
な
す
八
女
の
調
理
室
で

あ
り
、
男
性
16
人
が
４
班
に
分

か
れ
、料
理
の
腕
を
磨
き
ま
し
た
。

何
回
も
参
加
し
て
い
る
人
や
初
め

て
参
加
し
た
人
な
ど
経
験
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
み
ん
な
で
協
力

し
合
い
な
が
ら
、
１
時
間
ほ
ど
で

料
理
は
完
成
し
ま
し
た
。

「
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
青

魚
の
味
噌
煮
、
体
が
温
ま
る
の
っ

ぺ
い
汁
、
小
鉢
な
ど
野
菜
を
た
く

さ
ん
取
り
入
れ
ま
し
た
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
皆
さ
ん
上
手
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
講
師
の
小
川
貴

美
子
さ
ん
。
一
人
暮
ら
し
の
男
性

は
、「
日
ご
ろ
は
市
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
り
、
娘
に
作
っ

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今

日
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
メ

ニ
ュ
ー
で
良
か
っ
た
。
み
ん
な
で

料
理
し
た
り
食
事
し
た
り
す
る

の
は
楽
し
い
。
今
度
家
で
も
作
っ

て
み
た
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」
参
加
者
で
結

成
さ
れ
た
「
ふ
く
お
か
県
翼
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
と
三
田
村
市
長
・
北

嶋
副
市
長
と
の
男
女
共
同
参
画
推

進
に
関
す
る
懇
談
会
が
１
月
21
日

㈪
、
八
女
市
役
所
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

八
女
市
在
住
の
８
人
の
会
員
が

参
加
。
緊
張
の
中
に
も
和
や
か
な

雰
囲
気
で
は
じ
ま
り
、
各
人
が
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
思
い
思
い
の

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
会
・

委
員
会
等
の
委
員
や
管
理
職
に
お

け
る
女
性
の
登
用
に
つ
い
て
、
仕
事

と
子
育
て
等
の
両
立
支
援
の
た
め
の

環
境
整
備
、
防
災
施
策
な
ど
の
テ

ー
マ
で
懇
談
が
行
わ
れ
、
中
で
も
、

や
は
り
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に

関
す
る
こ
と
が
主
な
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
市
長
か
ら
男

女
共
同
参
画
推
進
の
テ
ー
マ
に
と

ど
ま
ら
ず
に
、
八
女
市
全
体
に
か
か

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
意
見
交

換
の
機
会
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

できあがった料理を手早く器に盛り付けていきます

さまざまなテーマについて意見交換を行いました

スライドなどで「人権」について学びました

男
子
16
人
厨
房
に
入
る

人
権
っ
て
な
あ
に
？

「
く
ろ
ぎ
短
歌
会
」新
年
歌
会

人
権
擁
護
委
員
が
講
師
と
な
る

授
業
「
人
権
っ
て
な
あ
に
？
」
が

12
月
13
日
㈭
、
三
河
小
学
校
３
・

４
年
生
50
人
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

学
級
活
動
の
時
間
を
利
用
し
て

実
施
さ
れ
、
氷
室
郁
子
人
権
擁
護

委
員
か
ら
「
人
権
」
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
は
、
川
口
正
子
同
委
員
や

ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
の
川
口
ふ
じ

子
さ
ん
が
加
わ
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
や
新
聞
紙
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、

こ
の
授
業
を
通
し
て
協
力
し
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

八
十
路
す
ぎ
今
年
も
健
気
に
生
き
た

し
と
願
え
ば
神
の
苦
笑
が
浮
か
ぶ

山
口
ミ
ユ
キ

こ
が
ら
し
に
楓
の
枯
葉
ひ
る
が
え
り

道
化
師
の
ご
と
揺
れ
て
止
ま
ら
ず

中
島
通
子

梔
子
の
色
あ
ざ
や
か
に
栗
き
ん
と
ん

新
年
迎
ふ
る
わ
が
家
の
一
品酒

井
寿
子

ま
だ
冬
に
な
り
し
ば
か
り
の
新
聞
に

菜
の
花
巡
り
の
広
告
が
載
る

遠
山 

功

若
者
の
瞳
輝
く
年
よ
来
よ
千
の

竹と
う
み
ょ
う

灯
明
参
道
に
敷
く

石
川
照
朗

長
風
呂
の
我
を
見
に
来
て
引
き
返
す

孫か
い

な
り
妻
の
使
い
と
思
う

内
藤
賢
司

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て
飛
び
込
む
初

日
光か

げ

繁
昌
願
い
柏
手
を
打
つ

倉
ノ
下
富
美
子

短う

た歌
会
に
入
っ
て
楽
し
メ
ン
バ
ー
と

知
恵
を
し
ぼ
っ
て
脳
の
活
性中

野
實
子

幸
せ
を
計
る
物
差
し
わ
が
心　

満
足

の
み
を
記
憶
せ
よ
と
な

仁
田
原
陽
子

『
し
ば
ら
く
は
帰
り
ま
せ
ん
』
と
置

き
手
紙
残
し
て
み
た
き
冬
の
夕
暮

月
足
い
つ
子



北
山
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
82

人
は
１
月
25
日
㈮
、
農
業
研
究
グ

ル
ー
プ
『
朝
の
会
』（
大
鶴
清
介
会

長
ほ
か
4
人
）
の
呼
び
か
け
に
よ

り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
同
会
は
「
土
や
野
菜
と
触
れ

合
う
こ
と
で
農
業
の
楽
し
さ
を
実

感
し
よ
う
」
と
、
同
保
育
所
近
く

の
畑
で
出
勤
前
の
時
間
を
利
用
し

て
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

朝
肌
寒
か
っ
た
気
候
も
掘
り
は

じ
め
る
と
日
差
し
が
出
て
ぽ
か
ぽ
か

と
暖
か
く
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
柔

ら
か
い
土
の
中
か
ら
ご
ろ
ご
ろ
と
出

て
く
る
大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
大
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
朝
の
会
の

皆
さ
ん
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
作
っ
て
」「
カ
レ
ー

が
い
い
」「
私
、ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」「
ぼ

く
、肉
じ
ゃ
が
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

地
域
に
伝
わ
る
郷
土
の
食
文
化

を
次
世
代
に
伝
え
よ
う
を
テ
ー
マ
に

「
八
女
く
ろ
ぎ
食
の
文
化
祭
」
が
２

月
10
日
㈰
、
黒
木
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
ふ
じ
の
里
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

和
菓
子
ス
タ
ジ
オ
「
楓
」
主
宰
・

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
藤
田

博
子
さ
ん
が
「
八
女
茶
が
ポ
イ
ン
ト

⁉
わ
が
家
で
で
き
る
本
格
和
菓
子
」

と
題
し
記
念
講
演
。
難
し
い
と
思

わ
れ
て
い
る
和
菓
子
が
手
軽
に
簡

単
に
で
き
る
こ
と
を
、
八
女
茶
と
イ

チ
ゴ
を
使
っ
た
「
浮
島
」「
道
明
寺
」

「
ね
り
き
り
」
の
３
つ
の
和
菓
子
を

実
際
に
作
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。
藤

田
さ
ん
は
「
和
菓
子
を
人
と
人
と

を
つ
な
ぐ
ア
イ
テ
ム
と
し
て
家
庭
で

も
実
践
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
試
食
会
で
は
集

ま
っ
た
地
元
黒
木
の
料
理
85
品
を

訪
れ
た
約
１
０
０
人
が
お
い
し
そ
う

に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た

白あんでイチゴを包み和菓子を作りました

（上）中心となって頑
張った年長児と朝の
会の皆さん（左）大
きなジャガイモがたく
さん出てきました

大
き
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に

大
歓
声

郷
土
料
理
に
舌
鼓

                              （
敬
称
略
）

〈
男
子
１
年
生
〉

１
位
グ
ル
ー
プ　

１
位　
上
妻 

匠
（
立
花
中
） 　

２
位

光
野
時
矢
（
三
橋
中
）　

３
位　

大

村 

蒼
（
同
）・
目
野
誠
孝
（
同
）

２
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
島
添 

晃
（
三
橋
中
） 

３
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
酒
見
昌
希
（
三
橋
中
）

〈
女
子
１
年
生
〉

１
位
グ
ル
ー
プ　

１
位　
香
田
ひ
か
り
（
三
橋
中
）　

２

位　

弥
永
明
日
花
（
同
）　

３
位　

野
田
弥
里
（
同
）・河
内 

茜
（
黒
木
中
）

２
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
弥
永
佳
奈
（
三
橋
中
）

３
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
山
口
め
い
（
上
陽
北
汭
学
園
）

〈
男
子
２
年
生
〉

１
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
井
上 

翔
（
立
花
中
）  
２
位　

古
川
啓
士
（
三
橋
中
）　

３
位　

髙

山
尚
暉
（
立
花
中
）・大
村
隆
史
（
同
）

２
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
橋
本
昴
征
（
三
橋
中
）

３
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
宮
川
聖
矢
（
黒
木
中
）

〈
女
子
２
年
生
〉

１
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
加
藤
由
記
（
黒
木
中
）　

２
位

伊
豫
怜
花
（
同
）　

３
位　
松
藤
加
奈

（
三
橋
中
）・
伊
豫
知
花
（
黒
木
中
）

２
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
草
場
梨
那
（
黒
木
中
）

３
位
グ
ル
ー
プ

１
位　
吉
田
紗
和
子
（
黒
木
中
）

【
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】

▽
３
年
生
以
下
（
招
待
）

１
位　

出
田
龍
太
朗
（
津
福
ジュニ
ア

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
）　

２
位　

坂
井
託
也

（
同
）　

３
位　

田
中
秀
弥
（
大
原
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
）　

▽
３
年
生
以
下
（
東
八
女
）

１
位　

野
中
惇
平
（
広
川
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
）　

２
位　

古
澤
一
朗
（
本
分

ク
ラ
ブ
）　

３
位　
加
藤
愛
己
（
同
）

▽
４
・
５
年
生
（
招
待
）

１
位　

菊
田 

涼
（
鳥
飼
ジャ
ガ
ー
ズ
）

２
位　
矢
ケ
部
大
樹（
水
洗
ス
タ
ー
ズ
）

３
位　
林 

颯
馬
（
同
）

▽
４
・
５
年
生
（
東
八
女
）

１
位　

今
村
隆
聖
（
ス
タ
ー
ズ
星
野
）

２
位　

藤
島
佑
大
（
広
川
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
）　

３
位　

助
廣
亮
太
（
黒
木

オ
リ
オ
ン
ズ
）

▽
６
年
生
（
招
待
）

１
位　
河
野
春
太
（
津
福
ジュニアス
ラッ

ガ
ー
ズ
）　

２
位　
ロ
ビ
ン
ソン・
ジェー
ム

ス
（
善
導
寺
ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ
）　
３
位

山
崎 

凌
（
玉
名
町
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
）

▽
６
年
生
（
東
八
女
）

１
位　
田
島
璃
久
（
本
分
ク
ラ
ブ
）　

２
位　

渡
邊
真
之
介
（
広
川
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
）　

３
位　

小
塩
利
哉
（
光

友
ヴィ
ク
ト
リ
ー
）

【
駅
伝
の
部
】
２
㌔
×
８
区
間

▽
招
待

１
位　

善
導
寺
ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ
（
59

分
53
秒
）　

２
位　

宮
ノ
陣
フ
ラ
ワ
ー

ズ
（
１
時
間
１
分
19
秒
）　

３
位　

水

田
ボ
ー
イ
ズ
（
１
時
間
３
分
47
秒
）

▽
東
八
女

１
位　
広
川
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
１
時

間
１
分
59
秒
）　
２
位　
広
川
イ
ー
グル

ス
（
１
時
間
６
分
49
秒
）　

３
位　

光

友
ヴィ
ク
ト
リ
ー
（
１
時
間
７
分
25
秒
）

【
個
人
総
合
】

１
位　
田
島
璃
久
（
本
分
ク
ラ
ブ
）

【
駅
伝
総
合
】

１
位　
善
導
寺
ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ブ

ＳＰＯＲＴＳ

第
26
回
東
八
女
少
年
野
球

協
会
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
大
会

　
　
　

  

期
日　

２
月
３
日
㈰

　
　

 　

 

会
場　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

第
３
回
八
女
市
中
学
生
新
春

卓
球
大
会

　
　
　

           

期
日　

１
月
６
日
㈰

　
　

 　

          

会
場　

黒
木
体
育
館

一斉にスタートする駅伝の選手たち
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第
32
回
「
茶
の
く
に
・
や
め
」
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
１
月
27
日
㈰
、
総
合
体

育
館
を
ス
タ
ー
ト
し
て
ゴ
ー
ル
の
南
中

学
校
ま
で
を
駆
け
抜
け
る
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、
１
０
３
３
人
が
参
加
し
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

【
大
会
結
果
】

◦
一
般
男
性
10
キ
ロ　
１
位　

金
森
匤
昭

（
鞍
手
郡
）
33
分
17
秒　

２
位　
中
村 

哲

（
北
九
州
市
）
33
分
48
秒　

３
位　

坂
梨

史
典（
福
岡
市
）
33
分
54
秒

◦
一
般
女
性
10
キ
ロ　
１
位　

吉
田
広
美

（
柳
川
市
）
38
分
59
秒 　

２
位　
石
本
恵

理
香
（
糸
島
市
）
41
分
18
秒　

３
位　

阿

部
真
由
美（
糟
屋
郡
）
43
分
09
秒

◦
一
般
男
性
５
キ
ロ　

１
位　

池
田
祐
樹

（
佐
賀
県
神
埼
郡
）
15
分
59
秒　

２
位　

藤
田
裕
也（
山
口
県
下
関
市
）16
分
17
秒

３
位　
武
富
文
昭（
久
留
米
市
）16
分
34
秒

◦
一
般
女
性
５
キ
ロ　

１
位　

池
本
菜
々

美
（
小
郡
市
）
21
分
27
秒　

２
位　

松
本

里
美
（
熊
本
県
宇
城
市
）
22
分
45
秒　

３

位　

藤
田
恵
美
子
（
山
口
県
下
関
市
）
23

分
05
秒

◦
マ
ス
タ
ー
ズ
男
性
５
キ
ロ　
１
位　

森 

弘
光
（
八
女
市
）
18
分
12
秒　

２
位　

森

中
正
之（
北
九
州
市
）
19
分
06
秒　

３
位

小
泉
正
弘（
熊
本
県
熊
本
市
）
19
分
16
秒

◦
マ
ス
タ
ー
ズ
女
性
５
キ
ロ　
１
位　

古

藤
栄
子
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）
23
分
54
秒　

２
位　

春
口
富
士
子
（
大
野
城
市
）
24
分

17
秒　

３
位　

松
尾
し
お
り
（
熊
本
県
玉

名
市
）
25
分
48
秒

◦
小
学
男
子
２
キ
ロ　
１
位　

野
田
勇
士

（
八
女
市
）７
分
18
秒　

２
位　

草
場
健

太
郎
（
同
）７
分
21
秒　

３
位　

酒
井
佑

弥（
同
）７
分
25
秒

◦
小
学
女
子
２
キ
ロ　
１
位　

清
松
紗
衣

（
柳
川
市
）７
分
40
秒　

２
位　

真
鍋
彩

奈
（
広
川
町
）７
分
45
秒　

３
位　

酒
井

美
玖（
八
女
市
）７
分
47
秒

◦
一
般
男
性
２
キ
ロ　

１
位　

池
田
祐
樹

（
佐
賀
県
神
埼
郡
）６
分
15
秒　
２
位　
佐

藤
烈
士（
筑
紫
野
市
）６
分
23
秒　
３
位　

大
野
宏
貴（
佐
賀
県
神
埼
郡
）６
分
34
秒

◦
一
般
女
性
２
キ
ロ　
１
位　

荒
尾
優
衣

（
八
女
市
）
７
分
32
秒　

２
位　

持
丸

奈
々
（
広
川
町
）７
分
47
秒　

３
位　

岩

熊
友
希
奈（
同
）８
分
32
秒

光
友
道
場
創
立
35
周
年
記
念
少

年
剣
道
大
会
が
１
月
27
日
㈰
、
立

花
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

学
生
の
部
34
チ
ー
ム
、
小
学
生
の

部
69
チ
ー
ム
、
筑
後
地
区
内
外
、

遠
く
は
佐
賀
市
な
ど
か
ら
も
参
加

が
あ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
中
学
生
の
部
】

１
位　
黒
木
中
学
校
Ａ
（
黒
木
町
）

２
位　

鹿
北
中
学
校
（
熊
本
県
山
鹿

市
）　

３
位　

筑
南
中
学
校
（
立
花

町
）・
黒
木
中
学
校
Ｃ
（
黒
木
町
）

【
小
学
生
の
部
】

１
位　

長
峰
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
（
八

女
市
）　

２
位　

木
佐
木
少
年
剣
道

会
（
三
潴
郡
）　

３
位　

黒
木
道
場

（
黒
木
町
）・弓
削
剣
心
会（
久
留
米
市
）

光
友
道
場
創
立
35
周
年

記
念
少
年
剣
道
大
会

１
０
３
３
人
が
健
脚
を
競
う

八
女
市
青
少
年
育
成
市
民
の

会
主
催
の
第
３
回
八
女
市
こ
ど

も
議
会
が
２
月
２
日
㈯
、
立
花

庁
舎
八
女
市
議
会
議
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
将
来
の
有
権
者
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
民
主
主
義

の
基
本
で
あ
る
議
会
の
場
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
暮
ら

し
と
行
政
の
か
か
わ
り
を
学
習

し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
市
内
の
小
学
６
年
生
18

人
が
、
こ
ど
も
議
員
と
し
て
学

校
や
家
庭
生
活
の
中
で
感
じ
る

行
政
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

質
問
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
議
会
議
長
の
末
元
寿

莉
さ
ん
が
開
会
を
宣
言
、
傍
聴

席
の
保
護
者
や
関
係
者
が
見
守

る
中
、
一
人
ず
つ
質
問
を
し
て
い

き
ま
し
た
。
昨
年
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
を
受
け
、
被
災
者
へ

の
今
後
の
支
援
内
容
や
自
然
災

害
対
策
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
小

学
校
の
統
合
、
２
学
期
制
な
ど

学
校
生
活
に
関
す
る
も
の
か
ら
、

韓
国
と
の
国
際
交
流
や
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
関
す
る
も
の
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。
ど

の
こ
ど
も
議
員
も
市
長
や
教
育

長
な
ど
の
回
答
に
真
剣
な
表
情

で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

質問を行ったこども議員の皆さん

試合に挑む光友道場の選手たち

小
学
生
が
こ
ど
も
議
員
と
し
て
質
問
を
ぶ
つ
け
る

こ
ど
も
議
員

１
番 

古
賀
理
子

       　
　
（
上
陽
北
汭
学
園
小
）

２
番 

北
島 

明
（
三
河
小
）

３
番 

東 

智
哉
（
筑
南
小
）

４
番 

片
山
絢
斗
（
八
幡
小
）

５
番 

古
庄
朝
陽
（
立
花
小
）

６
番 

野
上
倖
大
（
忠
見
小
）

７
番 

田
中
達
也
（
大
淵
小
）

８
番 

下
川
晃
平
（
川
崎
小
）

９
番 

安
達
勇
佑
（
笠
原
小
）

10
番 

松
永
圭
五
（
岡
山
小
）

11
番 

石
井
拓
未
（
木
屋
小
）

12
番 

古
賀
も
も
こ
（
黒
木
小
）

13
番 

倉
ノ
下
萌
香（
黒
木
西
小
）

14
番 

吉
田
和
可
（
福
島
小
）

15
番 

山
口
珠
実
（
星
野
小
）

16
番 

江
﨑
圭
一
（
長
峰
小
）

17
番 

栗
原 

周
（
矢
部
小
）

18
番 

末
元
寿
莉
（
上
妻
小
）

体育館前をスタートする選手
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市
長
等
お
よ
び
議
員
の
平
成
24
年
資
産
等
報
告
書

の
審
査
を
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
に
依
頼
し
て
い

ま
し
た
が
、
１
月
24
日
付
け
で
審
査
結
果
を
取
り
ま

と
め
た
審
査
意
見
書
が
同
審
査
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
審
査
意
見
書
は
、
総
務
課
ま
た
は
議

会
事
務
局
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
覧
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会会

　
長
　
小
原 

清
信

副
会
長
　
伊
藤 

修
一

委
　
員
　
塩

塚

 

修

委
　
員
　
野
間
口
幸
江

委
　
員
　
川
口 

公
子

委
　
員
　
緒
方
　
靜
磨

委
　
員
　
樋
口
　
好
枝

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
で
は
、
八
女
市
長
か
ら

審
査
を
求
め
ら
れ
た
市
長
等
お
よ
び
議
員
の
「
平
成

24
年
資
産
等
報
告
書
」
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
審

査
の
経
過
お
よ
び
結
果
を
審
査
意
見
書
と
し
て
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

今
回
の
資
産
等
報
告
書
の
報
告
義
務
者
は
、
市
長

等
４
人
お
よ
び
議
員
30
人
で
し
た
。
審
査
の
対
象
と

な
っ
た
資
産
等
報
告
書
は
合
計
65
件
で
、
そ
の
内
訳

は
、
市
長
等
に
関
す
る
も
の
４
件
、
議
員
に
関
す
る

も
の
30
件
、
市
長
等
お
よ
び
議
員
の
配
偶
者
に
関
す

る
も
の
31
件
で
し
た
。

審
査
会
は
、政
治
倫
理
条
例
の
趣
旨
、目
的
に
の
っ

と
り
、
65
件
の
資
産
等
報
告
書
の
全
部
に
つ
い
て
、

併
せ
て
提
出
さ
れ
た
証
明
書
類
と
照
合
す
る
と
と
も

に
、
平
成
22
年
お
よ
び
平
成
23
年
に
提
出
さ
れ
た
資

産
等
報
告
書
と
比
較
す
る
方
法
に
よ
り
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

《
提
出
依
頼
お
よ
び
照
会
状
況
》

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
資
産
等
報
告
書
記
載
事

項
の
審
査
の
公
正
性
と
正
確
性
を
期
す
る
た
め
、
報

告
義
務
者
に
証
明
書
類
の
提
出
を
依
頼
し
、
ま
た
は

疑
問
点
に
つ
い
て
照
会
し
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
証
明
書
類
の
提
出
を
文
書
で
依
頼

し
た
も
の
12
件
、
収
入
（
所
得
）・
預
貯
金
・
借
入
金
・

有
価
証
券
等
の
疑
問
点
に
つ
い
て
照
会
し
た
も
の
29

件
で
す
。

《
提
出
お
よ
び
回
答
状
況
》

該
当
者
全
員
が
証
明
書
を
提
出
し
ま
た
は
照
会
事

項
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
者
か
ら
提
出

さ
れ
た
回
答
内
容
を
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
お
お
む
ね

承
認
で
き
る
回
答
で
し
た
が
、
資
料
を
紛
失
ま
た
は

廃
棄
し
た
た
め
提
出
で
き
な
い
と
い
っ
た
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。

審
査
は
ま
ず
各
委
員
で
資
産
等
報
告
書
の
点
検
を

行
い
、
そ
の
後
３
班
編
成
に
よ
る
班
協
議
お
よ
び
全

体
会
議
を
基
に
慎
重
に
審
議
を
重
ね
た
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
し
た
。

（
１
）
提
出
義
務
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告

書
の
ほ
と
ん
ど
は
、お
お
む
ね
正
確
に
記
載
さ
れ
、ま

た
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類
も
添
付

さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、提
出
義
務
者
で
あ
る
市

長
等
お
よ
び
議
員
各
位
の
政
治
倫
理
性
の
高
さ
と
自

ら
進
ん
で
高
潔
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

の
表
れ
で
あ
り
、
当
審
査
会
は
、
市
長
等
お
よ
び
議

員
各
位
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
２
）
今
年
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内
容
と

昨
年
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内
容
を
報
告
義

務
者
ご
と
に
比
較
検
討
し
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た
。こ

の
中
で
、一
部
の
記
載
誤
り
（
記
入
漏
れ
含
む
）
、証

明
書
添
付
不
備
の
指
摘
お
よ
び
預
貯
金
等
の
資
産
形

成
の
疑
問
を
照
会
し
、指
摘
に
対
す
る
訂
正
・
是
正
な

ら
び
に
疑
問
内
容
に
関
す
る
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
来
年
の
資
産

等
報
告
書
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

（
１
）政
治
倫
理
制
度
に
つ
い
て

当
審
査
会
は
、
公
正
で
正
確
な
審
査
を
行
う
と
い

う
重
要
な
任
務
が
あ
り
ま
す
。
資
産
等
報
告
書
に
つ

い
て
は
、
手
引
の
配
布
お
よ
び
説
明
会
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
い
ま
だ
報
告
書
の
単
純
な
記
入
誤
り
や

証
明
書
の
添
付
不
備
が
一
部
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
書
類
審
査
に
か
な
り
の
時
間

を
要
し
、
本
来
の
政
治
倫
理
の
審
査
が
十
分
に
で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

事
務
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
政
治
倫
理
制
度
の

趣
旨
と
記
入
方
法
に
つ
い
て
報
告
義
務
者
に
周
知
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て

は
、
誤
り
や
不
備
が
な
い
か
を
事
前
に
確
認
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
審
査
対
象
の
資
産
等
報
告
書
の
数
が
、
当

審
査
会
が
発
足
し
た
と
き
の
49
件
（
市
長
等
５
件
、

議
員
20
件
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
偶
者
24
件
）
か
ら
65
件

（
市
長
等
４
件
、
議
員
30
件
、
配
偶
者
31
件
）
に
増

加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
委
員
、
事
務
局
と

も
人
数
が
発
足
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
も
審
査
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
一
因
と
考
え
ま
す

の
で
、
事
務
局
に
お
い
て
、
今
後
の
体
制
な
ど
を
検

討
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
２
）借
入
金
に
つ
い
て

借
入
金
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
借
入
金
の
中
に
不

正
な
収
入
が
混
入
し
て
い
な
い
か
を
審
査
す
る
観
点
か

ら
、
過
去
３
年
間
の
借
入
金
の
推
移
を
調
査
す
る
た

め
、
基
準
日
現
在
の
借
入
残
高
が
分
か
る
資
料
を
証

明
書
類
と
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
施
行
規
則
第
４
条

第
２
項
に
は
、
借
入
金
の
証
明
書
類
と
し
て
は
契
約

書
の
写
し
を
提
出
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
従
来
ど
お
り
、
証
明
書
類
は
基
準
日

現
在
の
借
入
残
高
が
分
か
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
で
よ
い
の
か
、
審
査
会
で
議
論
に
な
り
ま
し
た
。

議
論
の
結
果
、
施
行
規
則
第
４
条
第
２
項
で
は
、

ど
う
い
う
人
や
団
体
等
か
ら
お
金
を
借
り
て
い
る
の

か
と
い
う
、
借
入
先
と
の
関
係
性
を
審
査
す
る
こ
と

が
重
要
と
の
観
点
か
ら
、
契
約
書
の
写
し
を
証
明
書

類
と
し
て
提
出
す
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
次
回
か
ら
は
、
こ
の
規
定
に
従
っ
て
、
借

入
金
の
契
約
書
の
写
し
を
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
る

と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
他
方
に
お

い
て
、
借
入
後
の
借
入
金
の
推
移
の
中
に
、
不
正
な

収
入
が
混
入
し
て
い
な
い
か
を
審
査
す
る
と
い
う
従

来
の
観
点
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
通
常
の
借
入
の
契
約
に
は
、
借
入
後
の
返
済
の

仕
方
も
契
約
内
容
に
含
ま
れ
ま
す
か
ら
、
借
入
後
の

返
済
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
借
入
後
の

借
入
残
高
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
も
、
契
約
書
の
提
出

を
求
め
て
い
る
施
行
規
則
第
４
条
第
２
項
に
反
す
る

と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
審
査
会
で
は
、
次
回
か
ら
借
入
金
の
証
明

書
類
と
し
て
、
従
来
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
基

準
日
現
在
の
借
入
残
高
が
分
か
る
資
料
に
加
え
て
、

借
入
金
の
契
約
書
の
写
し
も
提
出
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
旨
報
告
義
務

者
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
の

審
査
意
見
書
要
旨

審
査
対
象
と
な
っ
た
資
産
等
報
告
書

審
査
結
果

資
産
等
報
告
書
の
審
査

要
望
事
項

◉
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法
制
係（
☎
２
３・１
１
１
１
）
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◦
内
容
・
日
程
・
場
所
＝

【
生
け
花
展
・
書
道
展
】
３
月
２
日

㈯
～
３
日
㈰
９
時
～
17
時
※
日
曜

日
は
16
時
ま
で
／
上
陽
公
民
館

【
芸
能
大
会
】
３
月
３
日
㈰
10
時
～

15
時
／
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

【
お
茶
の
会
】
３
月
３
日
㈰
10
時
～

15
時
／
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
和
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
町
文
化
連

盟・西
木
さ
ん（
☎
５
４・２
２
５
５
）

　
八
女
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

も
の
作
り
や
体
験
活
動
が
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
九
州
国
立
博
物
館
か

ら
「
九
博
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
や
っ
て

き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
も
で
き
ま

す
。
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
楽
し
い

属
し
て
い
る
慶
應
義
塾
大
学
生
が

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
を
用
い
て
町

な
か
で
鬼
ご
っ
こ
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
、
参
加

希
望
の
人
、
ま
ず
は
詳
細
を
記
載

し
て
い
ま
す
問
い
合
わ
せ
先
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
日
＝
３
月
９
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
企
画

政
策
係
（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

http://w
w
w.facebook.com

/
yam
ecyberonigokko

（
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
上
で
「
茶
の
く
に
八
女
サ
イ

バ
ー
鬼
ご
っ
こ
」
で
検
索
し
て
も
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
）

◦
日
時
＝
３
月
24
日
㈰
９
時
出
発

※
小
雨
決
行
、
強
雨
時
は
３
月
31
日

◦
集
合
場
所
＝
一
念
寺
駐
車
場

◦
コ
ー
ス
＝
一
念
寺
駐
車
場
～
八
女

中
央
大
茶
園
（
往
復
８
キ
ロ
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
）

お
知

ら
せ

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
八

女
の
元
気
も
ん
、み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

◦
日
時
＝
３
月
９
日
㈯
９
時
30
分

～
14
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
入
場
料
＝
無
料
（
昼
食
と
も
の

作
り
コ
ー
ナ
ー
は
有
料
で
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
８
）

※
詳
し
く
は
、
学
校
を
通
じ
て
配

付
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」「
ど
こ

か
で
春
が
」
な
ど
を
歌
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
９
日
㈯
13
時
30
分
～

◦
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ー
ル
も
ち
の

木・平
田
さ
ん（
☎
２
２・３
５
０
４
）

　「
茶
の
く
に
八
女
サ
イ
バ
ー
鬼

ご
っ
こ
」
と
は
、
八
女
市
の
皆
様
と

八
女
市
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所

◦
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
・
荒
尾
さ

ん
（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
染
矢

敦
子
さ
ん
の
歌
声
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
。

３
月
19
日
ま
で
に
予
約
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
3
月
23
日
㈯
14
時
開
場
、

14
時
30
分
開
演

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

◦
入
場
料
＝
一
人
５
０
０
円
（
飲
み

物
・
デ
ザ
ー
ト
付
き
）

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
５
４
・
２
１
５
０
）

　
し
ょ
う
が
い
者
福
祉
に
関
わ
る

よ
り
良
い
連
携
づ
く
り
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
27
日
㈬
12
時
30
分

受
付
、
13
時
開
会

◦
場
所
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
（
黒

木
町
桑
原
２
１
２
）

◦
記
念
講
演
＝
安
達
阿
記
子
さ
ん

（
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
、
八
女
市
民
栄
誉
賞
、
県

民
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
大
会
事
務
局･

社

会
福
祉
協
議
会（
☎
２
３･

０
２
９
４
）

　
三
味
線
と
の
共
演
を
兼
ね
懐
か

し
い
曲
を
演
奏
し
ま
す
。入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
３
月
31
日
㈰
９
時
30
分

開
場
、
10
時
開
演

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
八
女
支
部
・
平

田
さ
ん
（
☎
２
３
・
０
２
０
６
）

　
韓
国
語
の
歌
・
筍
踊
り
と
笑
い

満
載
で
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
６
日
㈯
13
時
開
場
、

14
時
開
演

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
大
人
５
０
０
円
、小・

中
学
生
３
０
０
円
（
当
日
券
１
０

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
ｌｕ
Ｂ

あ
つ
ま
れ
！
元
気
も
ん
フ
ェ
ア

渕
上
流
大
正
琴
演
奏
会

第
２
回
喜
劇
「
徐
福
」
公
演

上
陽
総
合
文
化
祭

や
さ
し
い
風
と
い
の
ち
の
歌
コ
ン
サ
ー
ト

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

八
女
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

空き家を売りたい・貸したい人は
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝空き家バンク情
報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電
話ください。

空き家情報を募集しています♪

子どもの成長過程、食生活、
ケガに負けない体づくり、

親子でできるストレッチなど。
実践を交えて学びながら、子ど
もたちの活力や行動力、創造力
や人間力を育んでいきます。予
約の上、運動のできる服装でご
参加ください。
◦日時＝３月13日㈬ 20 時～
◦場所＝立花市民センター 2 階
和室◦講師＝一般社団法人ウエ
ルネスＪＡＰＡN 理事・江上猛
さん◦申込・問い合わせ＝立花
支所総務課（☎ 23・5143）

茶
の
く
に
八
女
サ
イ
バ
ー
鬼
ごっこ

八
女
市
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

スポーツホームケア
　　　　　　　（入門編）

家庭で伸ばす。遊びの中で体をつくる

今回は今までとちょっとか
えて工作です。恐竜プテ

ラノドンとカレンダーをつくりま
す。吊るしてヒモを引っ張ると
羽が動きます。絵本の販売とサ
イン会もあります。
◦日時＝ 3 月17 日㈰ 10 時～
15 時◦参加費＝ 3000 円・小学
生対象 20 人※応募多数の場合
は抽選。◦申込・問い合わせ＝
ふるさとわらべ館・原口さん

（☎５４・２４４２）

絵本作家・
みやにし達也
先生の絵本づ
くり教室

八女市国民健康保険直営
木屋診療所は、４月から第
2・第 4 土曜日を休診とい
たします。

木屋診療所休診のお知らせ
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緑
化
セ
ン
タ
ー
で
年
間
を
通
し
た
庭

木
の
管
理
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

◦
日
程
＝
４
月
～
10
月
・
12
月
の
第

３
日
曜
日
※
全
日
程
参
加
可
能
の
人

◦
時
間
＝
Ａ
グ
ル
ー
プ
（
９
時
30
分

～
12
時
）
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
13
時
30

分
～
16
時
）

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
３
月
24
日

㈰
ま
で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
①

郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
番
号
⑤
Ａ
か
Ｂ
か
希
望

グ
ル
ー
プ
を
記
入
し
、
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
（
〒839-1213

久
留
米
市
田

主
丸
町
益
生
田
１
１
２
５
）
へ
。

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

N
０
９
４
３
・
７
２
・
１
５
５
８

　
ふ
れ
あ
い
農
園
は
、
農
産
物
を

育
て
る
楽
し
さ
、
収
穫
す
る
喜
び

を
肌
で
実
感
で
き
、「
土
と
遊
び
、

土
と
ふ
れ
あ
う
」
体
験
型
農
園
で

す
。
安
全
・
安
心
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

野
菜
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
申
込
締
切
＝
３
月
22
日
㈮

◦
募
集
区
画
＝
１
０
０
区
画
（
１
区

画
20
㎡
）
※
応
募
者
多
数
時
抽
選

◦
貸
出
期
間
＝
平
成
25
年
４
月
１

日
～
26
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

◦
利
用
料
＝
１
区
画
６
千
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振

興
課
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

湯
体
験
（
90
分
／
千
円
）
③
15
時

～
清
め
の
香
「
塗
香
」
作
り
（
90

分
／
４
千
円
）

◦
場
所
＝
こ
の
み
園（
本
町
１
２
６
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
香
茶
ぷ
ろ

じ
ぇ
く
と
・
許
斐
さ
ん
（
☎
２
４
・

２
０
２
０
）

　
ス
ペ
イ
ン
南
部
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方

の
お
祭
り
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
く
踊
る
「
セ
ビ
ジ
ャ
ー
ナ
ス
」

を
運
動
不
足
解
消
に
、
友
達
作
り
に

み
ん
な
で
踊
り
ま
し
ょ
う
。
興
味
の

あ
る
人
は
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
３
月
16
日
㈯
17
時
～
18

時
（
毎
月
第
３
土
曜
日
）

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
料
金
＝
大
人
千
円
、
中
学
生
以
下

５
百
円
（
月
額
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
山
本
壬
子

八
女
後
援
会
・
葉
玉
さ
ん

（
☎
２
３
・
０
２
３
７
）

　
ビ
ニ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
で
簡
単
に
プ

レ
ー
で
き
ま
す
。
初
心
者
Ｏ
Ｋ
。
気

軽
に
ど
う
ぞ
。
申
し
込
み
受
付
中
、

先
着
36
チ
ー
ム
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
３
月
31
日
㈰
９
時
～
　

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

３
月
19
日
㈫
／
内
容
「「
死
に
た
い

と
う
ち
あ
け
ら
れ
た
ら
～
気
づ
き
、

つ
な
ぎ
、
見
守
り
」

※
時
間
＝
①
②
と
も
受
付
13
時
30

分
～
、
講
演
会
14
時
～
16
時
　

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
精
神
保
健

係
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７

６
N
０
９
４
４
・
７
４
・
３
２
９
５
）

　
電
話
で
３
月
21
日
㈭
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
３
月
28
日
㈭
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
柳
川
総
合
庁
舎
大
会
議
室

◦
内
容
＝
①
講
演
「
生
き
づ
ら
い
人

へ
の
対
応
に
つ
い
て
～
発
達
障
害
の

理
解
と
対
応
～
」
②
講
演
「
生
き

づ
ら
い
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
～
発

達
障
害
児
・
者
へ
の
相
談
支
援
～
」

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
精
神
保
健

係
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　
茶
の
湯
と
お
香
の
融
合
「
香
茶

会
」。
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
期
間

中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

①
～
③
各
８
人
限
定
・
要
予
約

◦
日
時
・
内
容
＝
３
月
９
日
㈯

①
11
時
～
沈
香
の
焚
き
比
べ
（
60

分
／
千
五
百
円
）
②
13
時
～
茶
の

で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
３
月
７
日
㈭
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
３
月
９
日
㈯
20
時
～（
毎

月
第
２
土
曜
日
）
※
参
加
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
前
日
ま
で
に
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

①
八
女
会
場
（
お
り
な
す
八
女
）

３
月
12
日
㈫
／
内
容
「
死
に
た
い

と
う
ち
あ
け
ら
れ
た
ら
～
精
神
科

医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

②
柳
川
会
場
（
水
の
郷
）

０
円
増
し
）
チ
ケ
ッ
ト
は
お
り
な
す

八
女
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
ミュ
ー
ジ
カ
ル

劇
団
さ
く
ら
座
事
務
局
・
中
村
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
６
７
７
２
・
２
６
７
５
）

◦
日
時
＝
４
月
21
日
㈰
10
時
30
分

開
場
、
11
時
開
演

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
２
千
円
（
軽
食
付
き
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
・
北
島
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
８
４
１
３
・
６
１
２
８
）

　
八
女
市
観
光
大
使
の
岩
崎
記
代

子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

音
楽
塾
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
日

本
の
唱
歌
」。
参
加
無
料
、
み
ん
な

八
女
福
島
文
芸
座
第
３
回
公
演

第
４
回
岩
崎
記
代
子
音
楽
塾

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

山
本
壬
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
教
室

ロ
ス
・
ア
ミ
ー
ゴ

茶
と
香
の
ぜ
い
た
く
時
間

自
殺
対
策
強
化
月
間
啓
発
講
演
会

県
緑
化
セ
ン
タ
ー「
緑
の
教
室
」

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

べ
ん
が
ら
村
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

思
春
期
精
神
保
健
講
演
会

教
室
・
講
座

　
在
、
若
年
認
知
症
者
数
は

３
７
８
万
人
と
も
言
わ
れ
、

発
症
年
齢
の
平
均
は
、
51
歳
と
人

生
の
一
番
充
実
期
に
発
症
し
、
高

齢
者
の
認
知
症
と
比
べ
て
課
題
が

多
く
、
そ
の
支
援
体
制
が
十
分
で

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
人
に
若
年
認
知
症
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
同

じ
悩
み
を
抱
え
る
ご
家
族
等
の
情

報
交
換
等
の
場
つ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
14
日
㈭
13
時
30
分
～

15
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会
館
３

階
大
会
議
室

◦
内
容
＝
「
若
年
認
知
症
を
考
え
る
」

天
神
オ
ア
シ
ス
ク
ラ
ブ
中
島
七
海
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

「
若
年
認
知
症
を
考
え
る
」講
演
会

現

【筑後船小屋にこにこまつり】◦日時＝3 月16日㈯ 10 時～16 時◦場所＝九州新幹線筑後船小屋駅一帯◦内容＝
福岡ゆるキャラまつり、鉄道模型の展示、物産販売等◦問い合わせ＝筑後市商工観光課（☎ 0942・65・7024）
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人
命
救
助
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
近
所
、
お
知

り
合
い
で
こ
う
し
た
人
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
３
月
末
日
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
連
絡
＝
地
域
支
援
課
防
災
安
全

係
（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

　
遊
休
農
用
地
の
解
消
や
農
用
地

の
有
効
利
用
の
た
め
、
安
心
し
て

農
用
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る「
農

用
地
利
用
集
積
事
業
」
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
約
束
の

期
限
が
く
る
と
離
作
料
な
し
で
農

用
地
が
確
実
に
貸
手
に
返
っ
て
き

ま
す
。
農
用
地
の
新
規
貸
借
や
再

設
定
を
行
う
人
は
本
庁
農
業
振
興

課
お
よ
び
各
支
所
で
手
続
き
を
し

日
か
ら
貸
し
出
し
を
し
ま
す
が
、
工

事
の
進
捗
し
だ
い
で
３
月
中
旬
か

ら
貸
し
出
し
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

希
望
す
る
団
体
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
公
益
財
団
法
人
社
会
貢
献
支
援

財
団
で
は
、
平
成
25
年
度
社
会
貢

献
者
表
彰
候
補
者
を
公
募
し
て
い

ま
す
。「
人
命
救
助
の
功
績
」「
社

会
貢
献
の
功
績
」「
特
定
分
野
の
功

績
」
な
ど
の
社
会
貢
献
者
表
彰
の

３
部
門
で
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

人
を
表
彰
し
ま
す
。
八
女
市
で
は
、

昨
年
７
月
に
九
州
北
部
豪
雨
に
見

舞
わ
れ
、
多
く
の
人
が
献
身
的
に

　
月
に
一
度
、
久
留
米
年
金
事
務

所
の
職
員
が
八
女
商
工
会
議
所
で

個
別
に
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
３
月
19
日
㈫
10
時
～
12

時
、
13
時
～
15
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務

所
０
９
４
２
（
３
３
）
６
２
１
５
ま

た
は
０
９
４
２
（
３
３
）
６
１
９
２

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
０
５
７
０（
０
５
）

１
１
６
５
ま
た
は
０
３（
６
７
０
０
）

１
１
６
５
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
出
会
い
系
サ
イ
ト
、
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
司

法
書
士
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
17
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
２
・

４
１
３
１

※
継
続
し
た
電
話
相
談
窓
口
（
毎

週
水
曜
日
16
時
～
18
時
☎
０
９
２
・

７
１
４
・
０
６
１
６
）
も
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
利
用
者
の

会
（
事
前
登
録
必
要
）
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
４
月
利
用
者
の
会
＝
３
月
23
日
㈯

◦
時
間・学
校
名
＝
13
時
30
分
（
福

島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）、
14
時

15
分
～（
八
幡
小
、岡
山
小
、西
中
）、

15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、南
中
）、

15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
桜
公
園
運
動
広
場（
立
山
旧
サ
ッ

カ
ー
場
）
に
つ
い
て
は
、
北
部
九
州

豪
雨
災
害
の
瓦
礫
置
き
場
に
な
っ

て
お
り
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
瓦
礫
の
搬
出
が
終
了
し
復

旧
工
事
中
で
、
正
式
に
は
４
月
１

小・中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

桜
公
園
運
動
広
場
の
利
用
再
開

社
会
貢
献
者
表
彰
候
補
者
推
薦

安
心
し
て
農
用
地
の
貸
し
借
り
を

出
会
い
系
サ
イ
ト
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

年
金
相
談

て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
３
月
１
日
㈮
～
29

日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
農
業
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）
／
黒

木
総
合
支
所
（
☎
４
２・１
１
１
５
）

立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

上
陽
支
所
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

矢
部
支
所
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◦
春
季
停
水
期
間

山
の
井
用
水
路
＝
３
月
15
日
㈮
～

４
月
15
日
㈪

中
の
井
用
水
路
＝
３
月
17
日
㈰
～

３
月
31
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

人生をより一層楽しむた
めに農業の知識や技

術を習得してみませんか。
ＪＡふくおか八女では、農
業に興味がある人に農業・
農村に対する理解を深めても
らい、就農にも役立つ知識等を
習得してもらうために『今こそ農業
塾』を開講します。
◦受験資格＝原則、ＪＡふくおか八女管内に在住。
農業基礎知識の習得に意欲・興味がある人で概ね
65 歳までの人
◦日程＝ 4 月 20 日㈯～ 10 月19 日㈯までの全 12
講座　※講座は原則として第１・第３土曜日の９時
～ 12 時
◦開催場所＝ＪＡふくおか八女八女北支店および管
内農家ほ場・ふれあい市民農園
◦定員＝ 30 人程度　※申込者には後日通知あり。
◦受講料＝12,600円（税込）※資料・資材代含む
※受講料は、第１回目の講座時に徴収予定。※途中
で受講を中止しても受講料は返金しません。
◦主な講座内容＝【野菜】土づくりから収穫までの
作業内容の講習と現地研修

【果樹】果樹栽培の基礎全般の講習
【花き】花き栽培の基礎全般の講習と現地研修
【茶】八女茶の概要と茶栽培管理およびおいしいお
茶の入れ方講座

【水稲】水稲栽培の講習と米のおいしい炊き方の実
演会
◦講師＝ＪＡふくおか八女営農指導員および農業生
産資材担当職員
◦応募期間＝ 3 月4日㈪～ 3 月22日㈮
◦お問い合わせ＝ＪＡふくおか八女農業振興課
( ☎２３・１３７８)

春
季
停
水
の
お
知
ら
せ

平成２５年度
ＪＡふくおか八女

「今こそ農業塾」
３期生募集

八女市献血推進協議会（☎ 23・0294）
献血にご協力ください

3/12
（火）

10：00～12：00
13：00～15：30 立花市民センター

10：00～11：30
12：30～15：30 上陽保健センター

3/22
（金）

10：00～12：00 八女市総合体育館
13：30～15：30 長峰小学校
10：00～11：30
12：30～15：30

黒木地域交流センター
「ふじの里」



広報やめ　2013.3.119

火災出火件数   2件 （  2件）
救急出動件数 274件 （274件）
救急搬送人数 263人 （263人）

人身事故発生件数 33件 （33件）
傷　　者 50人 （50人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,705 (-90)
男 32,401  (-23)
女 36,304  (-67)

世帯数 24,140  (-18)
　※（　）内は前月比

出生 38 人 転出 156人
転入 130 人 死亡 102人

◦国民健康保険税（第9期） 
◦後期高齢者医療保険料（第9期） 
◦住宅家賃
◦保育料 

▼ 1 月の交通事故の状況

▼ 1 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（1月31日現在）

▼ 1 月の異動

納期限・口座振替日は4月1日月
※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

３
月
に

納
め
る
も
の

無料法律相談
◦３月 21 日㈭ 13:00～ 16:00
　（3/5 予約開始）／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦３月８日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦３月15 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦３月 22 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦３月 15 日㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦3月14日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦3月21日㈭９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦3月8日㈮13:00 ～14：00/矢部公民館
◦3月19日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦3月1日㈮13:00～16:00/社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦3月6日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦3月6日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦3月11日㈪13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦3月11日㈪13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦3月8日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦3月15日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦3月6日㈬、21日㈭13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦3月13日㈬、27日㈬13:30 ～ 16:00

　／地域福祉センター（上陽）
◦3月6日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦3月13日 ㈬、27日 ㈬9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦3月1日㈮13:00～15:00/商工会議所
税務相談
◦3月11日㈪10:00～15:00/商工会議所
社会保険個別相談
◦３月19日㈫10:00～15:00/商工会議
　所※久留米年金事務所へ要予約
　☎0942・33・6215
不動産相談
◦３月27日㈬13:00 ～ 15:00
　／商工会議所
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦3月19日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所206会議室
◦3月14日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦3月8日㈮・19日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦3月19日㈫10:00～12:00/かがやき（立花）
◦3月28日㈭10:00 ～ 12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）

◦月～金曜８:30 ～ 16:30 ／八女市
役所消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合
支所１階第３相談室☎42・1111

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15 ～ 17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンター　ナビダイヤル
※全国共通（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日20:00 ～ 21:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支
所内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）◦黒木支
所（☎42・2131）◦立花支所（☎37・
0036）◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

相談はお気軽にどうぞ

電 話 相 談

予約

予約

予約 予約

予約

予約

予約

予約



昨
年
の
豪
雨
災
害
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
星
野
村
で
は
災

害
以
降
多
く
の
イ
ベン
ト
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
星

野
村
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
思
い
と
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆

さ
んへ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
３
月
10
日
㈰
～
17
日
㈰
ま
で

を
「
春
の
復※

１

光
支
援
感
謝
ウ
ィ
ー

ク
」
と
位
置
づ
け
て
、「
も
っ
と
輝

け
！
ほ
し
の
元
気
っ
祭
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
期
間
中
は
、
九
州
北

部
豪
雨
災
害
写
真
展
や
星
の
文

化
館
「
木
星
特
別
観
望
会
」
な

ど
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
内
の
各
施

設
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。
３
月
10
日
㈰
は
毎
年

恒
例
の
茶
の
文
化
館
「
お
ひ
な
さ

ま
の
茶
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
イ
ベン
ト
は
16
日
㈯
の
麻

生
池
に
浮
か
ぶ
約
千
本
の
燈
籠
。

18
時
に
明
か
り
が
と
も
さ
れ
る

と
幻
想
的
な
景
色
が
広
が
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、バン
ド
演
奏
・
ア

イ
ド
ルユニッ
ト
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
ま

す
。
17
日
㈰
は
終
日
、
和
太
鼓

演
奏
や
ダ
ンスス
テ
ー
ジ
、
か
き
氷

早
食
い
大
会
、
乗
馬
体
験
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
屋
台
村
や
物
産
販

売
も
実
施
さ
れ
、
星
野
村
の
お
い

し
い
物
や
名
物
が
勢
揃
い
で
お
客

さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
す
。

３
月
10
日
～
17
日
は
、
楽
し

い
イ
ベン
ト
が
満
載
の
「
ほ
し
の
元

気
っ
祭
」へ
ぜ
ひ
遊
び
に
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

お誕生日おめでとう♡お姉
ちゃんと仲良く元気に過ご
してね。

兄にぃが好きな咲音♡
これからも笑顔のたえない
兄妹でいてね☆

誓太お誕生日おめでとう‼
これからもお兄ちゃんと仲
良く元気に遊んでね。

お誕生日おめでとう‼
これからもお兄ちゃんと仲
良く元気に育ってね♡

たくさんたべて、たくさん
あそんでおおきくな～れ！
おめでとう♡

お兄ちゃんたちと仲良く元
気いっぱい育ってね！

お誕生日おめでとう！
これからも笑顔いっぱい元
気に育ってね♡

ちー坊の笑顔に毎日いやさ
れているよ♡これからもす
くすく大きくなってね♡

いつもニコニコ元気一杯の
光ちゃん♡これからもたく
ましく育ってね！

ハッピーバースデー寛翔‼
お兄ちゃんと仲良く、たく
ましく育ってね♡

翔ちゃんおめでとう。いつ
も姉兄仲良しで大きくなっ
てね。

お誕生日おめでとう。暖か
くなったらお外でいっぱい
遊ぼうね。

わたる☆1歳おめでとう♪
元気でたくましい男の子に
育ってね♡

♡かわいい琴ちゃん♡
１歳のお誕生日おめでとう
☆

1才のお誕生日おめでとう
♡これからも元気にすくす
く育ってね♡

希ちゃんお誕生日おめでと
う。元気いっぱい優しい子
に育ってネ。

平島 汐
し お り

莉ちゃん

水町 咲
さ き ね

音ちゃん

重松 誓
せ い た

太ちゃん

甲斐田 采
さ な

那ちゃん

池田 伊
い ち ろ う

知朗ちゃん

下妻 功
こうめい

明ちゃん

馬場 空
く う が

芽ちゃん

竹下 千
ち あ き

昭ちゃん

牛島 光
こ う た ろ う

汰朗ちゃん

中島 寛
ひ ろ と

翔ちゃん

樋口 翔
しょうた

太ちゃん 柿添 武
む さ し

蔵ちゃん

尾上 渉
わたる

ちゃん

大石 琴
こ と か

花ちゃん 藤本 希
のぞみ

ちゃん

別府 希
のぞみ

ちゃん

Ｈ24年3月10日生（忠見）

Ｈ24年3月25日生（宅間田）

Ｈ24年3月12日生（木屋）

Ｈ24年3月27日生（矢原）

Ｈ24年3月1日生（北山）

Ｈ24年3月12日生（本）

Ｈ24年3月27日生（北川内）

Ｈ24年3月2日生（木屋）

Ｈ24年3月19日生（馬場）

Ｈ24年3月29日生（柳瀬）

Ｈ24年3月2日生（前古賀） Ｈ24年3月6日生（本村）

Ｈ24年3月22日生（蒲原）

Ｈ24年3月4日生（上横山） Ｈ24年3月9日生（本村）

Ｈ24年3月24日生（忠見）

おたんじょうびおめでとう

●問い合わせ　もっと輝け！ほしの元気っ
祭実行委員会（一般財団法人星のふるさ
と事務局）（☎31・5588）

※本ページ右下のサービス券を星の温泉館
きららへ持参されると入浴料が100円引き
になります。
先着50人（有効期限:平成25年3月末日）

茶
の
く
に　
　
　
　
　

◇28

ほ
し
の
元
気
っ
祭(

星
の
ふ
る
さ
と
公
園)

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

観光振興課 やまぐち

※「
復
光
」は
も
う一度
輝
く
と
い
う
願
い
を
込

め
た
当
イ
ベン
ト
に
お
け
る
造
語
で
す
。

▼
職
場
の
歯
科
検
診
。今

回
初
め
て
何
も
言
わ
れ
ず
に

す
み
ま
し
た
。重
い
腰
を
あ
げ
て

昨
年
か
ら
治
療
に
行
っ
た
甲
斐

が
あ
り
ま
し
た
。治
療
が
終
わ
り

ひ
と
月
ほ
ど
た
ち
ま
す
が
、あ
ら

た
め
て
歯
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
暦
の
上
で
は
春
と
な
り
ま
し

た
が
、北
朝
鮮
の
核
実
験
や
ロ
シ

ア
で
の
隕
石
落
下
と
世
界
を
震

撼
さ
せ
る
出
来
事
が
続
き
、身
近

で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ま
ん
延

す
る
な
ど
、暗
く
重
苦
し
い
２
月

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、我
が

家
の
猫
の
す
や
す
や
安
心
し
て

寝
入
っ
て
い
る
姿
に
密
か
に
癒

さ
れ
て
い
る
私
で
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♪♬
星の
温泉
館き
らら

入浴
料1
00
円引

※先
着５
０人

H2
5.3
.31

有
効
期
限茶のくに サ

ービス券

♪♩♬♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩
♬♩♬　♪♪♬♩

♪♩♬　♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　13：00 ～15：00 生放送！
※20:30～22:10まで毎日再放送しています。

満１歳のお子さまの写真を募集してい
ます。名前・生年月日・住所・簡単な
コメント（30字以内）を添えて、誕生
日前月の7日までに直接お持ちいただ
くか、郵送でお申し込みください。応
募多数の場合は先着順となります。
●申し込み＝市長公室秘書広報係
（☎23・1110）


